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IN
A VALLEY FO

REST CO
LLEG

E
は
、
業
界
を
超
え
て
森
の
価
値
を
再
発
見
、
再
編
集
す
る
こ
と
を
目
指

す
「
森
の
学
び
舎
」
で
す
。
森
や
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
業
界
を
超
え
た
人
た
ち
に
よ
る
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
や
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
、
森
・
地
域
の
新
た
な
価
値
を
見
出
し
、
伊
那
谷
に
森
に
関

わ
る
１
０
０
の
仕
事
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
森
林
は
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

森
林
産
業
に
関
わ
る
人
材
は
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
特
に
林
業
者
は
全
国
で
4.5
万
人
を
下
回
り
、
さ
ら
に
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

森
林
は
地
球
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
中
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
土
壌
保
全
機
能
、
水
源
涵
養
機

能
と
い
っ
た
森
林
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
教
育
的
意
義
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
用
な
ど
様
々

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
森
林
は
放
棄
さ
れ
、
所
有
者
の
高
齢
化
や
後
継
問
題
、
境
界
線
の
未
確
定
な
ど
問
題
は
山
積
し
、

待
っ
た
な
し
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
こ
れ
か
ら
の
森
林
産
業
界
に
必
要
な
の
は
、
包
括
的
な
担
い
手
育
成
及
び
、
他
業
界
と
の
関
係
性

作
り
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
森
林
業
界
に
止
ま
ら
ず
、
様
々
の
方
々
と
連
携
し
て
い
く
中
で
創
出
し
て
い
く
こ
と

森
に
関
わ
る
１
０
０
の
仕
事
を
つ
く
る

業
界
も
エ
リ
ア
も
越
境
し
て
、
森
の
価
値
を
再
発
見
し
よ
う

が
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
森
林
づ
く
り
で
す
。

木
を
伐
る
の
で
あ
れ
ば
、
バ
イ
オ
マ
ス
や
丸
太
市
場
だ
け
で
な
い
売
り
先
を
ど
う
つ
く
る
か
、
森
の
中
で
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
に
は
ど
う
す
る
か
、
他
業
界
の
サ
ー
ビ
ス
と
森
林
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
視
点
で
の
担
い
手
事
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、デ
ザ
イ
ナ
ー
や
建
築
士
、教
育
、ア
ウ
ト
ド
ア
、Ｉ
Ｔ
と
い
っ

た
様
々
な
業
界
の
人
た
ち
が
講
師
と
な
っ
て
、
受
講
生
と
共
に
森
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

林
業
従
事
者
を
育
成
し
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
。
セ
ッ
ト
で
大
切
に
な
る
の
は
利
用
者
側

に
、
森
の
現
実
を
伝
え
、
選
択
が
変
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
。

木
材
を
使
う
企
業
側
が
、
日
本
の
森
を
生
か
し
、
海
外
に
責
任
の
あ
る
木
材
選
択
を
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
。
そ
の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、
森
の
現
実
を
消
費
者
が
知
り
、
自
分
で
考
え
て
選
択
を
変
え
て

い
く
こ
と
で
す
。

そ
う
や
っ
て
少
し
ず
つ
森
の
こ
と
が
社
会
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
、
選
択
が
変
わ
り
、
企
業
が

変
わ
り
、
森
が
変
わ
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
一
歩
目
を
伊
那
谷
か
ら
作
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
は
予
定
外
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
っ
て
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
こ
れ
ま
で
森
に
繋
が
り
の
な
か
っ
た
人
た
ち
が
、
森
で
活
動
す
る
人
た
ち
が
出
会
い
、
課
題
を
共
有
し
、
希

望
を
語
り
ま
し
た
。

そ
の
記
録
を
ア
ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

 

伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
事
務
局

はじめに
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ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
と
は

伊
那
市
の
自
然
・
森
林
を 

″
資
本
”
と
捉
え
、
こ
れ

ら
を
50
年
と
い
う
時
間
軸
で
「
社
会
資
本
」
と
し
て 

の
価
値
を
高
め
て
行
く
た
め
に
は
、「
森
林
・ 

林
業
、 

市
民
」
す
べ
て
が
一
つ
と
な
っ
た
社
会
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

「
山 ( 

森
林 ) 

が
富
と
雇
用
を
支
え
る
50
年
後
の
伊
那

市
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
伊
那
市
は
「
社
会
林
業 

–
Social-Forestry –

都
市
」
と
し
て
取
り 

組
ん
で

参
り
ま
す
。

こ
の
活
動
を
「
伊
那
市
50
年
の
森
林(

も
り)

ビ
ジ
ョ 

ン
」
と
共
に
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
人
材
が
育
ち
、

「
山 ( 

森
林 ) 

が
富
と
雇
用
を
支
え
る 

年
後
の
伊
那
市
」 

を
築
き
上
げ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
に
対
す
る
民
間
発
の

取
り
組
み
も
多
い
地
域

伊
那
市
は
、
山
に
囲
ま
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
り
、 

森
林
面
積
が
市
の
８
割
を
超
え
ま
す
。
伊
那
谷
地
域 

で
は
、
森
林
資
源
の
有
効
活
用
の
事
例
が
豊
富
で
す
。

地
域
材
に
特
化
し
た
製
材
所
や
地
域
材
・
県
産
材
を

使
っ
た
家
づ
く
り
。
薪
ス
ト
ー
ブ
の
普
及
率
も
全
国
屈

指
で
す
。
ま
た
、
薪
の
配
達
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
充
実
し

て
お
り
、
薪
ス
ト
ー
ブ
が
使
い
や
す
い
環
境
も
整
っ
て

き
て
い
ま
す
。
若
手
林
業
家
も
多
く
、
林
業
家
と
建
築

士
や
製
材
所
が
連
携
し
て
家
づ
く
り
を
す
る
事
例
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

街
の
商
店
街
で
は
、
花
壇
を
地
域
の
木
で
木
質
化
す

る
な
ど
、
様
々
な
視
点
で
森
と
地
域
の
連
携
が
進
ん
で

き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
隣
村
に
は
信
州
大
学
農
学
部
が
あ
り
、
森

林
・
林
業
分
野
の
研
究
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
産
学
官

連
携
も
行
い
や
す
い
地
域
で
す
。
大
学
生
、
事
業
者
、

大
学
、
行
政
な
ど
が
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
材
利
用
、

森
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
伊
那
市
、
伊
那
谷
か
ら
森
に
関
わ

る
様
々
な
担
い
手
が
生
ま
れ
、
山
や
森
に
関
わ
る
人
が

多
い
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
都
市
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

平成 28 年 2 月、伊那市は「山 ( 森林 ) が富と雇用を支える 50 年後の伊那市」 
を基本理念とした「伊那市 50 年の森林 ( もり ) ビジョン」を策定した。
ビジョン実現のため、伊那市は市民を主役とした自立的な経済の循環を構築

し、 社会が森林を育て、森林が社会を豊かにする「ソーシャル・フォレストリー
都市」 を宣言し、以下の取組を実践する。

一 市民生活と共生し、市民が活用できる森林 ( もり ) づくりに努めます。
一 市域の持続可能な経済発展を担う林業・木材産業活動を推進します。
一 森林が多面的機能を発揮するための住民参加を推進します。
一 森林資源・人材資源を育て、活かし、利用する循環社会を創出します。

平成 28 年 9 月 27 日　伊那市長　白鳥 孝

伊那市ソーシャル・フォレストリー都市宣言

長
野
県
伊
那
市
は
、「
伊
那
市
50 

年
の
森
林
（
も
り
）
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、

「
伊
那
市
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
都
市
宣
言
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

伊那市について

伊那市とは

伊
那
市
50
年
の
森
林
ビ
ジ
ョ
ン

伊
那
市
の
森
林
面
積
は 

５
５
０
７
４
ha
、
森
林
率
は 

82
％
を
占
め
、
里
山
か
ら
ア
ル
プ
ス
に
至
る
ま
で
、
広

く
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
南
ア
ル
プ
ス
と
中
央
ア

ル
プ
ス
に
囲
ま
れ
、
様
々
な
森
林
域
を
有
す
る
地
域
で

す
。し

か
し
な
が
ら
、
近
年
、
森
林
整
備
が
停
滞
し
て
い

る
森
林
や
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
圧
被
害
、
松
く
い
虫
の 

蔓
延
な
ど
の
病
虫
害
、
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
山
地
災
害

の
発
生
な
ど
、
現
況
の
森
林
を
取
り
巻
く
情
勢
に
は
課

題
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
改
め
て
現
況
の
森
林
状
態
を
把
握
し
、
課

題
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
を
健
全
で
、
豊

か
に
、
そ
し
て
発
展
的
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
50 

年

後
の
伊
那
市
の
森
林
の
姿
、
市
民
と
森
林
と
の
関
わ
り

等
に
つ
い
て
、
市
民
参
加
に
よ
る
検
討
を
行
い
、
後
世

に
引
き
継
ぐ
「
伊
那
市 

50 

年
の
森
林(
も
り)
ビ
ジ 

ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

長野県伊那市
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伊那谷フォレストカレッジとは

INA VALLEY FOREST COLLEGE とは

講師のみなさん

公開講座

伊
那
谷
の
森
の
価
値
を
再
発
見
・
再
編
集
す
る
学
び
舎

伊
那
市
は
、
50
年
後
の
未
来
を
見
据
え
、
２
０
１
６
年
に
「
伊
那
市
50
年
の
森
林
（
も
り
）
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。伊
那
市
50
年
の
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
が
目
指
す
の
は
、「
山（
森
林
）が
富
と
雇
用
を
支
え
る
50
年
後
の
伊
那
市
」

を
実
現
す
る
こ
と
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
伊
那
市
の
森
や
自
然
を
資
本
と
捉
え
直
し
、
こ
の
資
本
の
価
値
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

森
林
・
自
然
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、
森
に
関
わ
る
人
た
ち
が
多
様
化
し
、
森
の
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
を
再
発
見
、

再
編
集
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
視
点
と
は
違
う
、
森
の
学
び
舎
を
つ
く
ろ
う
、
とIN

A VALLEY　

FO
REST CO

LLEGE
が
始
ま
り
ま
し
た
。

業
界
も
エ
リ
ア
も
超
え
て
、
森
に
関
わ
る
人
を
増
や
し
、
森
の
仕
事
を
生
み
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら

生
ま
れ
た
仕
事
が
連
携
・
連
帯
し
な
が
ら
、
伊
那
市
の
森
を
持
続
可
能
で
可
能
性
に
溢
れ
る
場
所
に
し
て
い
き
ま
す
。

FO
REST CO

LLEGE
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
森
の
こ
と
を
見
つ
め
直
す
学
校
で
す
。

講
師
も
受
講
生
も
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
持
つ
人
た
ち
が
森
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
遊
び
、
学
び
、
考
え
る
。
こ

の
講
座
を
通
じ
て
、
伊
那
市
の
森
、
ひ
い
て
は
伊
那
谷
、
日
本
の
森
が
面
白
く
な
る
こ
と
を
願
っ
て
。

辻井隆行さん 講座 Youtube 講座 Youtube

岡野春樹さん

田中聡子さん

赤堀楠雄さん

「森のライターに聞く、森の“今”と“これから”の話」「自然と共に生きる、を自分ごとに変えていく」

大庭拓也さん

有賀真人さん

松本剛さん

谷知大輔さん

北原淳史さん

植原正太郎さん

ヤマサキマサオさん

中村博さん

丸尾優記さん

田口壽洋さん

近藤百さん

金井渓一郎さん

久保田雄大さん

倉田政人さん

原薫さん

富岡順子さん
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講師： ●松本 剛さん　株式会社飛騨の森でクマは踊る代表取締役 COO
 ●丸尾有記さん　KITOKURAS 代表
地域プレイヤー： ●中村 博さん　株式会社やまとわ取締役代表

講師： ●原 薫さん　株式会社柳沢林業代表取締役／一般社団法人ソマミチ代表理事　
　　　 ●田口壽洋さん　合同会社やもり 代表社員／一般社団法人 STAGE 代表理事
地域プレイヤー： ●北原淳史さん　島崎山林塾企業組合

講師： ●谷知大輔さん　パワープレイス株式会社
　　　 ●ヤマサキ マサオさん　SHARE WOODS 代表
地域プレイヤー： ●有賀真人さん　株式会社有賀製材所代表取締役

講師： ●大庭拓也さん　株式会社日建設計 設計部門 アソシエイト アーキテクト 
 Nikken Wood Lab 代表
地域プレイヤー： ●倉田政人さん　建築設計室ヴェクトル
　　　　　　　　 ●金井渓一郎さん　金井山素材代表

講師： ●植原正太郎さん　NPO 法人グリーンズ COO ／事業統括理事
　　　 ●岡野春樹さん　一般社団法人 Deep Japan Lab
 代表理事／一般社団法人長良川カンパニー代表理事 ／株式会社電通
地域プレイヤー： ●田中聡子さん　伊那市地域おこし協力隊／伊那谷ふぃーる エディター

講師：  ●久保田雄大さん　四徳温泉キャンプ場（Waqua 合同会社）代表
　　　  ●近藤 百さん　愛農学園農業高等学校教諭
地域プレイヤー： ●富岡順子さん　コレカラボ -corecareerlab- 代表

第 3 回「森と人の関わりがうまれる「まち」のあり方を考える」  

第 4 回「地域で育った木で生かす建築を考える」  

第 5 回「地域の木を地域で使うための製材所の可能性を探る」  

第 1 回「自然を生かすものづくりとは」  

第 6 回「これからの林業と生業を考える」  

第 2 回「キャリアデザインに森を生かすには」  

1. 「伊那谷ツアー」  外部講師に、実際に伊那を訪れてもらい、
 テーマにあったフィールド・現場を周ります
 （講師の方が現場を巡る様子は撮影・編集します）

2.  現地を視察後、外部講師と地域プレイヤーによるクロストークを開催します
 （リアルイベントとオンラインで両方開催→広めの会場で参加者を絞って開催。
 オンラインで配信も行います）

3. グループディスカッションの共有
 （参加者同士がつながるように facebook グループを作成します）

フォレストカレッジ は、実際のフィールドに出て参加者同士が対話、ディスカッションを
通して、森への思考を深めるワークショップ・プログラムを行う予定でしたが、今年度は、
コロナの影響もありオンラインでの開催となりました。
外部講師と地域プレイヤーで伊那を周り、その上クロストークを行い、その様子を受講生に
オンライン配信。受講生同士でのオンラインでの振り返りを行いながら、森への見方、考え
方を深めていきました。

INA VALLEY FOREST COLLEGE
2020 年度カリキュラム

タイムスケジュール

09:30 ～ 12:00： 外部講師様と地元プレイヤー、
 事務局でフィールドを周ります
12:00 ～ 13:00： お昼休憩
13:00 ～ 14:00： 配信に向けた意見交換
14:00 ～ 15:30： クロストーク（生配信）
15:30 ～ 16:00： 受講生同士でオンライン意見交換
 （ 振り返りと質問）
16:00 ～ 16:30： 質疑応答とクロージング

2020 年のカリキュラムについて
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れ
は
、
や
ま
と
わ
の
経
木
が
、
伝
統
的
な
昔
か
ら
の
技

術
を
復
活
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
通
ず
る
部
分
で
し
た
。

丸
尾
さ
ん
も
仙
醸
の
「
今
あ
る
も
の
を
活
か
し
き
る
」

と
い
う
言
葉
が
一
番
印
象
的
だ
っ
た
そ
う
。「
こ
の
姿

勢
が
、
地
域
ご
と
の 

″
ら
し
さ
”
に
つ
な
が
っ
て
い
く

こ
と
の
よ
う
に
見
え
た
。
木
材
も
伊
那
谷
に
は
ア
カ
マ

ツ
、
飛
騨
に
は
広
葉
樹
、
木
が
な
い
う
ち
に
は
う
ち
な

り
の
話
が
あ
っ
て
。
み
ん
な
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
る
」。

ホ
ス
ト
側
で
あ
る
中
村
さ
ん
は
、
仙
醸
の
工
場
を
訪

れ
黒
河
内
さ
ん
の
話
を
深
く
聞
い
た
の
は
、
初
め
て

だ
っ
た
そ
う
。「
山
の
伏
流
水
、
米
、
場
所
よ
っ
て
水

が
違
う
な
ど
、
森
に
も
通
ず
る
部
分
が
あ
っ
て
、
や
は

り
す
べ
て
の
も
の
が
循
環
し
て
い
る
と
感
じ
た
」。

地
域
に
あ
る
も
の
を
活
か
し

生
ま
れ
る
個
性

事
務
局
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
奥
田
さ
ん

の
「
伊
那
谷
ツ
ア
ー
か
ら
、
も
の
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
は

あ
り
ま
し
た
か
？
」と
い
う
投
げ
か
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

松
本
さ
ん
は
、
他
業
種
の
仙
醸
か
ら
、
も
の
づ
く
り

に
通
底
す
る
部
分
の
気
づ
き
を
得
た
と
話
し
ま
す
。「
仙

醸
さ
ん
の
酒
造
り
は
、
米
の
発
酵
文
化
を
し
っ
か
り
未

来
に
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
っ
て
の
こ

と
。
減
っ
て
い
る
日
本
酒
消
費
量
に
こ
だ
わ
る
の
で
は

な
く
て
、日
本
酒
づ
く
り
の
技
術
や
、地
域
に
あ
る
様
々

な
資
源
も
含
め
て
、
今
あ
る
も
の
を
残
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
は
、
森
林
資
源
や
木
材
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
と
感
じ
、
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」。
そ

建
材
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
材
に
多
いM

D
F

（
中
密
度
繊

維
板
）
で
は
な
く
、
そ
の
ま
ま
の
木
の
良
さ
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
い
い
ま
す
。

木
の
個
性
を
見
出
し
、
一
点
も
の
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を

様
々
な
人
と
組
み
な
が
ら
生
み
出
し
て
い
る
松
本
さ

ん
。「
山
の
中
か
ら
木
を
選
ん
で
、
一
本
ず
つ
出
し
て

く
る
こ
と
は
、
本
当
に
大
変
な
こ
と
。
例
え
ば
、
一
本

の
木
を
選
ん
で
、
普
段
の
10
倍
高
く
買
い
ま
す
よ
っ
て

い
わ
れ
て
も
、
そ
の
手
間
、
コ
ス
ト
を
考
え
た
ら
、
難

し
い
こ
と
が
多
い
」
と
実
感
を
込
め
ま
す
。

１
０
０
の
仕
事
と
と
も
に
、

１
０
０
の
出
口
を
創
造
す
る

大
変
だ
か
ら
、
現
状
を
変
え
な
い
。
そ
れ
で
止
ま
っ

て
し
ま
っ
て
は
木
が
活
き
な
い
と
、
3
人
の
普
段
の
実

感
か
ら
議
論
は
展
開
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

今
回
、
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
が
掲
げ
て
い
る
「
森

に
関
わ
る
１
０
０
の
仕
事
を
つ
く
る
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
共
感
し
て
い
る
」
と
松
本
さ
ん
。「
一
本
一
本
ば

ら
ば
ら
で
、
多
様
な
木
。
例
え
ば
、
こ
の
形
し
か
使
え

な
い
と
な
れ
ば
、
残
り
の
99
は
使
え
な
い
も
の
に
な
る

か
、
も
し
く
は
1
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、

出
口
側
つ
ま
り
使
い
手
側
が
１
０
０
パ
タ
ー
ン
あ
れ
ば

ま
た
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
じ
ゃ
な
い
か
」
と
見
出
し
ま

す
。

木
工
製
品
を
つ
く
る
「
や
ま
と
わ
」
と
老
舗
酒
造
り

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
「
仙
醸
」、
素
材
も
、
商
品
も
違
う

2
社
。今
回
、2
社
を
巡
っ
た
こ
と
で
醸
成
さ
れ
た
テ
ー

マ
は
、
も
の
づ
く
り
の
根
幹
に
通
じ
て
い
る
部
分
で
し

た
。各

々
の
現
場
で
感
じ
る

木
を
活
か
す
大
変
さ

木
工
職
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
木
に
関
わ
る
こ
と

で
自
分
も
山
で
木
を
伐
り
始
め
た
、
や
ま
と
わ
の
中
村

さ
ん
。「
木
が
ど
れ
だ
け
重
た
い
か
、ど
れ
だ
け
大
変
か
、

体
感
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
の
づ
く
り
に
感
じ

る
、ず
し
っ
と
く
る
よ
う
な
苦
し
み
み
た
い
な
も
の
は
、

す
ご
く
あ
る
。」
と
い
い
ま
す
。
自
社
で
は
、
プ
ロ
ダ

ク
ト
を
作
る
と
こ
ろ
ま
で
手
掛
け
て
い
る
の
で
、
そ
の

上
で
「
立
場
が
違
う
と
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
目
線
が

違
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
続
け
ま
す
。

丸
尾
さ
ん
は
、
自
分
の
担
っ
て
い
る
部
分
は
、
も
う

少
し
消
費
者
側
に
近
い
と
い
う
気
づ
き
が
あ
っ
た
と
話

し
ま
す
。「
私
の
仕
事
は
、
加
工
す
る
部
分
に
重
き
が

あ
る
。
食
べ
物
で
い
う
と
畑
の
話
と
い
う
よ
り
キ
ッ
チ

ン
の
話
と
い
う
感
じ
で
す
」。
そ
の
立
場
で
、
日
々
格

闘
し
て
い
る
の
は
、
工
業
化
さ
れ
た
製
品
と
の
戦
い
。

そ
し
て
、「
木
の
多
様
性
に
あ
わ
せ
る
に
は
、
大
量

生
産
を
メ
イ
ン
と
し
た
機
械
化
は
マ
ッ
チ
し
な
い
。
効

率
化
さ
れ
て
も
、
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
し
か
で
き
な
い
。

木
に
合
わ
せ
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
職
人

が
大
切
だ
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
」
と
続
け
ま
す
。

丸
尾
さ
ん
は
、
木
編
の
漢
字
の
話
か
ら
１
０
０
の

仕
事
へ
の
可
能
性
を
提
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
日

本
の
漢
字
で
、
三
水
に
続
き
多
い
の
が
木
編
。
椿

な
ど
木
の
種
類
、
杓

ひ
し
ゃ
くな

ど
木
の
道
具
、
杖
な
ど
木

で
作
ら
れ
た
製
品
、
村
と
い
っ
た
組
織
か
ら
、
楽

と
い
っ
た
感
情
ま
で
。
木
は
、
日
本
に
た
く
さ
ん

あ
る
素
材
で
、
昔
か
ら
そ
れ
に
頼
っ
て
生
活
し
て
き

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
道
具
も
、
組
織
す
ら
も
。
日

本
人
が
、
木
と
と
も
に
生
活
し
て
き
た
民
族
で
あ

る
な
ら
ば
、
ま
た
も
そ
れ
を
や
っ
て
み
る
の
も
そ

ん
な
に
難
し
い
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
る
」。 

そ
れ
を
受
け
て
奥
田
さ
ん
が
、「
そ
ん
な
観
点
も
深

掘
り
し
て
い
く
と
、
色
々
な
仕
事
が
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
も
し
く
は
、
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
仕

事
を
現
代
に
蘇
ら
せ
る
か
。
経
木
は
ま
さ
に
そ
れ
で

す
」。
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
必
要
と
さ
れ
る
仕
事

が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
木
と
も
の
づ
く
り
へ

の
ヒ
ン
ト
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

伊
那
を
め
ぐ
り
、
語
り
合
う

「
森
と
も
の
づ
く
り
の
糸
口
」

森
と
も
の
づ
く
り

ー
自
然
を
生
か
す
「
も
の
づ
く
り
」
と
は　

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
レ
ポ
ー
ト

REPORT　VOL.1 森とものづくり

文
・
田
中
聡
子

1011



伊
那
谷
の
森
と
も
の
づ
く
り
に
寄
せ
て

初
回
の
講
座
か
ら
、
森
と
森
じ
ゃ
な
い
も
の
を
か
け

合
わ
せ
て
み
え
て
き
た
、
可
能
性
。
そ
れ
そ
れ
の
講
師

に
、
伊
那
谷
の
森
と
も
の
づ
く
り
か
ら
今
回
の
議
論
の

着
地
の
見
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

丸
尾
さ
ん
は
、「
や
は
り
、
今
あ
る
も
の
を
活
か
し

き
る
が
す
べ
て
な
の
か
な
と
思
う
。
あ
と
は
、
ど
の
現

場
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
好
き
だ
っ
た
ら
、
な
ん

で
も
で
き
る
。
好
き
な
こ
と
っ
て
も
の
す
ご
い
パ
ワ
ー

が
生
ま
れ
て
く
る
。
今
、
置
か
れ
た
場
所
で
が
ん
ば
る

こ
と
、
そ
し
て
好
き
な
こ
と
を
し
て
生
き
る
こ
と
。
人

が
動
け
ば
、
化
学
反
応
で
何
か
生
ま
れ
て
く
る
と
思
う

の
で
、
こ
の
先
も
み
な
さ
ん
と
何
か
つ
な
が
り
が
持
て

れ
ば
い
い
」
と
結
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
、「
丸
尾
さ
ん
に
全
部
い
わ
れ
て
し
ま
っ

た
笑
。
同
じ
で
す
。
森
に
よ
っ
て
状
況
、
ま
わ
り
の
環

境
も
違
う
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
で
で
き
る
こ
と
、
そ
こ
に

あ
る
も
の
を
使
い
切
れ
ば
、
お
の
ず
と
そ
れ
が
個
性
に

な
る
」。

中
村
さ
ん
も
「
同
じ
感
想
笑
。
飛
騨
の
広
葉
樹
が
あ

る
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
。
丸
尾
さ
ん
の
と
こ
ろ
は

木
が
な
い
こ
と
が
強
み
に
な
っ
て
い
る
。
伊
那
は
確
か

に
素
晴
ら
し
い
木
は
そ
ん
な
に
育
っ
て
い
な
い
が
、
マ

ツ
は
た
く
さ
ん
育
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
分
が
持
っ

て
い
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
人
と
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
、
道
は
開
け
る
と
思
っ
た
」。

最
後
に
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
奥
田
さ
ん
が
、「
そ

の
地
域
の
も
の
を
生
か
す
と
言
う
と
こ
ろ
に
、
い
ろ
ん

な
人
の
意
見
や
知
恵
が
は
い
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

な
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
」
と
、
締
め
括
り
ま
し
た
。

REPORT　VOL.1 森とものづくり

た
く
さ
ん
い
る
」
と
話
し
、
生
活
が
都
市
化
し
す
ぎ

て
、
生
活
の
中
に
自
然
と
の
つ
な
が
り
が
な
く
な

り
、
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
レ
ジ
ャ
ー
の
機
会
し
か

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
す
。 

そ
ん
な
実
感
の
中
で
、
も
っ
と
人
々
を
森
の
中
へ
中

へ
と
誘
い
、
そ
の
人
ら
し
い
個
性
、
能
力
と
い
っ
た
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
生
み
出
せ
な
い
か
と
、
森
林
ガ

イ
ド
や
サ
ウ
ナ
ガ
イ
ド
、
ロ
グ
ビ
ル
ダ
ー
と
い
っ
た
、

森
に
関
わ
る
仕
事
も
創
出
し
て
き
ま
し
た
。

「
そ
ん
な
活
動
か
ら
、
教
育
的
な
要
素
を
感
じ
ま
す

か
？
」（
奥
田
）

「
す
ご
く
感
じ
ま
す
ね
。
利
用
者
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

目
的
が
前
提
だ
と
し
て
も
、
子
ど
も
の
教
育
を
目
指
し

自
然
と
の
接
点
が

余
り
に
も
減
っ
て
い
る

事
務
局
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
奥
田
さ
ん

の
「
森
と
暮
ら
し
が
今
遠
い
で
す
よ
ね
。
本
日
伺
っ
た

上
農
の
高
校
生
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
森
と
暮
ら
し
が

遠
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、
近
付
け
て
い
く
に
は
、
教
育
が

ど
ん
な
役
割
を
担
い
、
ど
ん
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
話

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
問
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

伊
那
谷
に
あ
る
中
川
村
の
森
の
中
で
、
キ
ャ
ン
プ

場
を
運
営
す
る
久
保
田
さ
ん
は
、「
今
年
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
県
内
利
用
者
も
増
え
た
が
、
そ
れ
ま
で

は
約
95
％
が
県
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
。
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
も
、
自
然
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
人
が
ほ
と

ん
ど
。
だ
け
ど
、
自
分
の
子
ど
も
に
は
自
然
に
触
れ

て
育
っ
て
ほ
し
い
と
キ
ャ
ン
プ
に
連
れ
て
く
る
方
が

伊
那
谷
の
教
育
現
場
を
感
じ
醸
成
さ
れ
る

「
森
と
教
育
へ
の
視
点
」

森
と
教
育

ー
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
森
を
生
か
す
に
は

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
レ
ポ
ー
ト

文
・
田
中
聡
子
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株式会社やまとわ株式会社仙醸

伊那谷ツアーで訪れた場所
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て
い
る
人
が
多
い
。
他
に
も
、
若
い
人
た
ち
は
何
か
刺

激
を
受
け
た
い
ん
だ
ろ
う
と
感
じ
ま
す
。
街
の
刺
激

じ
ゃ
な
く
て
」
と
、
ロ
ー
マ
テ
リ
ア
ル
、
い
わ
ゆ
る
自

然
な
素
材
か
ら
受
け
る
生
の
体
験
を
求
め
て
い
る
と
久

保
田
さ
ん
は
分
析
し
ま
す
。

大
学
で
林
業
を
学
び
、
材
木
会
社
で
の
営
業
を
経
て
、

今
は
農
業
高
校
で
教
員
を
務
め
る
近
藤
先
生
は
、「
体

験
的
に
し
か
人
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
体
験
を

日
常
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
し
た
上
で
、「
体

験
が
、
も
う
一
歩
踏
み
込
む
と
暮
ら
し
。
自
分
が
暮
ら

し
て
い
る
環
境
に
、
あ
る
程
度
責
任
を
負
う
と
い
う
の

が
、暮
ら
し
の
言
葉
の
定
義
と
し
て
は
正
し
い
と
思
う
」

と
話
し
ま
す
。

近
藤
先
生
が
教
壇
に
立
つ
愛
農
高
校
は
、
全
寮
制
。

近
藤
先
生
自
身
も
敷
地
内
に
家
族
と
居
を
構
え
、
生
徒

た
ち
と
暮
ら
し
を
共
に
し
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
農

業
体
験
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
生
き
る
た
め
の
食
糧

を
生
産
し
、
消
費
し
て
い
ま
す
。「
農
業
は
、
生
産
と

消
費
の
ス
パ
ン
が
短
い
。
林
業
も
ス
パ
ン
は
長
い
け
ど

同
じ
こ
と
で
、
人
工
林
は
、
人
が
植
え
た
木
を
人
の
手

で
手
入
れ
し
て
消
費
す
る
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
が
サ

バ
イ
ブ
す
る
、
つ
ま
り
自
分
た
ち
が
生
き
伸
び
る
た
め

に
や
っ
て
い
る
仕
事
」。

愛
農
高
校
で
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
、
体
験
の
域

も
僕
ら
生
産
現
場
に
い
る
人
間
と
し
て
は
、
い
く
ら
お

金
を
払
っ
て
も
、
飯
が
食
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
か

も
っ
て
思
う
わ
け
で
す
よ
」。
専
業
じ
ゃ
な
く
て
も
い

い
か
ら
、
林
業
で
も
農
業
で
も
、
あ
る
資
源
の
中
で
自

分
た
ち
が
ど
う
食
べ
て
い
け
る
か
を
考
え
、
実
践
す
る

こ
と
は
必
要
で
は
な
い
か
と
提
言
し
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
て
久
保
田
さ
ん
が
、「
個
人
的
な
面
で

も
社
会
的
な
面
で
も
、
自
給
力
の
無
さ
が
今
の
時
代

の
課
題
だ
と
思
う
。
都
市
に
人
口
を
集
め
て
お
け
ば

い
い
と
い
う
時
代
に
違
和
感
を
持
つ
人
た
ち
が
、
自

給
的
に
地
方
で
暮
ら
し
は
じ
め
て
い
る
」
と
し
、「
原

体
験
を
持
た
な
い
大
人
も
含
め
て
、
原
体
験
を
取
り

戻
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
体
験
こ
そ
教

育
だ
、
と
い
う
雰
囲
気
を
感
じ
る
」
と
続
け
ま
す
。 

　
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
発
展
し
、
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
が

簡
単
に
済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
想
像
力
が
欠

落
し
、
最
終
的
に
倫
理
が
崩
壊
し
て
い
く
の
で
は
な
い

か
」
と
、
社
会
的
に
も
問
題
視
さ
れ
て
き
て
い
る
と
久

保
田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
生
き
る
力
」
に
繋
が
る
学
び
を
目
指
し
、
高
校
生

や
社
会
人
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
う
富
岡
さ
ん
は
、「
教

育
現
場
で
も
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
自
分
が
主

体
的
に
な
る
教
育
に
シ
フ
ト
は
し
て
き
て
い
る
も
の

の
、
サ
バ
イ
ブ
す
る
力
に
は
、
ま
だ
ま
だ
繋
が
ら
な
い
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よ
り
も
う
一
歩
深
い
と
こ
ろ
で
学
ぶ
教
育
を
目
指
し
て

い
る
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、久
保
田
さ
ん
の
話
を
捉
え
、

「
キ
ャ
ン
プ
場
は
そ
の
学
び
を
年
齢
層
関
係
な
く
、
社

会
的
な
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
で
き
る
す
ご
い

機
能
を
持
っ
て
い
る
」
と
、
近
藤
先
生
。

自
給
力
を
見
つ
め
直
し
、

サ
バ
イ
ブ
し
て
い
く

奥
田
さ
ん
は
「
サ
バ
イ
ブ
す
る
っ
て
大
事
。
人
類
と

し
て
生
き
残
っ
て
い
こ
う
よ
っ
て
活
動
の
中
に
、
農
林

漁
業
が
あ
る
。
食
べ
る
こ
と
、
暖
を
取
る
こ
と
、
ま
あ

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
よ
ね
。
そ
こ
が
、
今
ぽ
っ
か
り
な
く

な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
自
然
と
の
接
点
が
な
さ

す
ぎ
る
」
と
、
人
間
と
し
て
の
原
点
が
失
わ
れ
て
い
っ

て
い
る
と
、
投
げ
か
け
ま
す
。

三
重
県
に
住
ん
で
い
る
近
藤
先
生
は
、
い
わ
ゆ
る
田

舎
と
呼
ば
れ
る
自
分
の
県
で
も
、
第
1
次
産
業
の
従
事

者
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

「
第
1
次
産
業
従
事
者
は
ほ
ん
と
に
わ
ず
か
。
こ
の
ま

ま
先
細
り
し
て
い
っ
た
ら
、
飯
ど
う
す
る
？
っ
て
話
に

な
る
は
ず
で
。
で
も
都
市
の
人
は
、
お
金
を
払
え
ば
、

ご
は
ん
が
食
べ
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
食

べ
物
が
商
品
と
し
て
ふ
る
ま
っ
て
い
る
か
ら
。
食
べ
物

は
、
余
剰
が
あ
る
か
ら
商
品
と
し
て
ふ
る
ま
え
る
。
で

近
藤
先
生
は
、
自
ら
小
さ
い
田
ん
ぼ
と
畑
を
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
活
動
こ
そ 

″
効
率
と
合
理
”

へ
の
想
い
か
ら
。「
大
き
く
農
業
を
し
て
い
る
誰
か
に

任
せ
て
、
自
分
は
お
金
を
稼
ぐ
と
こ
ろ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
注
い
だ
方
が
効
率
は
良
い
が
、
そ
れ
は
合
理
で
は
な

い
。
面
倒
く
さ
い
こ
と
も
、
み
ん
な
で
ち
ょ
っ
と
ず
つ

や
る
こ
と
が
、
最
終
的
に
は
サ
バ
イ
ブ
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
う
」。

ち
ょ
う
ど
合
理
性
の
話
は
、
第
一
回
目
の
公
開
講
座

の
時
に
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
日
本
支
社
の
元
支
社
長
辻
井

隆
行
さ
ん
の
時
に
も
あ
り
ま
し
た
。『
合
理
は
英
語
で

″Reasonable

（
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
）”
っ
て
い
う
も

ん
ね
、
理
由
が
あ
る
っ
て
こ
と
だ
よ
ね
』
と
言
わ
れ
、

『
あ
ー
、
確
か
に
』
と
納
得
し
ま
し
た
。
効
率
は
、
1

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
、生
み
出
さ
れ
る
成
果
な
の
で
、

全
然
意
味
が
違
う
。
で
も
、
合
理
的
っ
て
い
う
と
微
妙

に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
」（
奥
田
）。

教
育
的
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、

日
常
的
教
育

「
森
を
教
育
に
ど
う
や
っ
て
活
か
そ
う
か
と
考
え
て

い
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
、
僕
た
ち
が
次
の
世
代

を
生
き
て
い
く
に
は
、
サ
バ
イ
ブ
す
る
た
め
の
教
育
を

な
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
今
日
の
話
か
ら
気
づ
き
を
得

た
と
い
い
ま
す
。
今
見
え
て
い
る
社
会
の
困
難
さ
を
解

決
し
て
い
こ
う
と
す
る
生
き
る
力
を
描
い
て
い
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
危
機
に
直
面

し
た
時
に
も
乗
り
越
え
て
い
け
る
力
を
育
ん
で
い
け
た

ら
と
、
心
新
た
に
語
り
ま
す
。

プ
ロ
セ
ス
を
見
失
う
こ
と
は
、

効
率
と
合
理
の
違
い
に
似
て
い
る

奥
田
さ
ん
は
「
プ
ロ
セ
ス
が
見
え
な
く
な
る
の
が
問

題
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
野
菜
が
育
つ
過
程
、
森
が
育
つ

過
程
。
さ
ら
に
は
、
木
が
伐
ら
れ
、
製
材
さ
れ
、
例
え

ば
こ
こ
に
あ
る
壁
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
、
現
実
味
が

な
い
か
ら
、
先
程
の
倫
理
の
欠
如
に
も
つ
な
が
っ
て
し

ま
う
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
プ
ロ
セ
ス
を
知
ら
な
い

こ
と
が
問
題
で
は
な
い
か
と
、議
論
を
展
開
さ
せ
ま
す
。

「
効
率
と
合
理
は
違
う
と
思
っ
て
い
る
」
と
近
藤
先

生
。「
例
え
ば
林
業
な
ら
、
極
端
な
話
は
木
を
伐
る
の

は
大
変
だ
か
ら
、
木
を
植
え
な
け
れ
ば
い
い
。
木
よ
り

も
扱
い
や
す
い
も
の
で
代
用
す
る
と
い
う
考
え
方
が
効

率
。
し
か
し
合
理
は
、
そ
こ
に
木
が
あ
る
理
、
あ
る
こ

と
に
は
見
え
な
い
効
果
が
あ
る
」
と
、
自
身
の
信
念
に

触
れ
ま
す
。

考
え
て
い
く
の
は
マ
ス
ト
だ
と
い
う
気
が
し
て
き
ま

す
。
暮
ら
し
の
中
に
、
森
も
農
も
、
そ
の
も
の
が
あ
る

と
い
う
話
か
ら
、
学
校
の
中
で
実
感
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
」（
奥
田
）

ま
さ
に
、
暮
ら
し
の
中
で
の
教
育
を
実
践
し
て
い
る

近
藤
先
生
は
、
都
市
型
の
生
活
か
ら
来
た
生
徒
の
話
を

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
親
か
ら
農
的
な
も
の
が
素

晴
ら
し
い
と
聞
か
さ
れ
、
生
徒
自
身
も
素
晴
ら
し
い
の

は
わ
か
る
け
ど
、
な
ん
か
自
分
の
中
で
う
ま
く
飲
み
込

め
な
い
で
来
る
子
も
い
る
。
あ
る
生
徒
は
、
男
子
寮
の

前
で
自
分
の
畑
を
始
め
ま
し
た
。
育
っ
て
い
く
大
根
を

み
て
、
ど
う
し
た
も
の
か
、
ど
う
や
っ
て
食
べ
よ
う
か

と
考
え
、
料
理
好
き
な
同
期
に
渡
し
て
調
理
し
て
も

ら
っ
た
り
、
余
っ
た
大
根
は
た
く
わ
ん
に
し
た
り
。
そ

う
こ
う
し
て
い
る
内
に
、
農
場
に
い
く
の
が
楽
し
く

な
っ
て
き
た
。
こ
ん
な
風
に
、
農
業
が
大
事
だ
と
い
う

直
感
が
自
分
の
体
験
と
し
て
降
り
て
く
る
ま
で
は
、
実

は
結
構
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
」。

さ
ら
に
、「
自
然
に
対
す
る
自
分
の
直
感
が
大

事
だ
と
思
う
こ
と
を
、
愛
農
や
キ
ャ
ン
プ
場
の
よ

う
な
環
境
を
使
っ
て
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
バ
イ

パ
ス
で
つ
な
げ
て
い
く
作
業
」
と
い
う
近
藤
先

生
の
言
葉
か
ら
、
暮
ら
し
や
自
然
の
中
に
あ
る

教
育
の
形
と
い
う
、
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
き
ま
す
。 
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必
要
と
な
っ
て
く
る
方
法
。
す
る
と
、
通
知
表
が
な
い

の
で
、大
学
入
試
が
心
配
に
な
っ
て
き
て
し
ま
う
。」（
奥

田
）

「
そ
う
い
う
教
育
は
、
評
価
が
問
題
に
な
り
、
受
験

の
時
に
ど
の
基
準
で
合
格
さ
せ
る
の
か
が
難
し
く
、
入

試
改
革
が
進
ん
で
い
か
な
い
」、
そ
の
こ
と
に
ジ
レ
ン

マ
を
感
じ
る
と
い
う
富
岡
さ
ん
。
一
方
、
見
学
し
た
伊

那
西
小
に
つ
い
て
「
森
を
題
材
に
、
想
像
力
、
表
現
す

る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
た
し
、
正
解
が
な
い
か
ら
、

何
を
や
っ
て
も
間
違
い
な
い
。
そ
う
い
う
環
境
で
、
子

ど
も
た
ち
が
、
自
己
肯
定
感
を
育
ん
で
い
く
の
は
す
ご

く
い
い
な
と
思
っ
た
」
と
し
、
中
学
校
、
高
校
と
こ
の

教
育
が
途
切
れ
な
い
で
続
く
流
れ
が
欲
し
い
と
感
じ
た

と
い
い
ま
す
。

久
保
田
さ
ん
は
、「
昔
の
学
校
は
、
知
識
の
詰
め
込

み
だ
っ
た
。
そ
の
知
識
を
応
用
す
る
力
は
、
も
し
か
し

た
ら
昔
の
人
の
方
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。今
は
、

知
識
は
携
帯
な
ん
か
で
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
が
、

応
用
力
を
つ
け
る
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
が
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
」
と
し
た
上
で
、「
ど
う
し
た
ら
、
学
び
が
変

わ
る
の
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
や
っ
て
い

く
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
小
さ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が

大
切
」。
実
際
久
保
田
さ
ん
は
、
村
に
自
分
で
打
診
し
、

年
に
2
日
間
、
環
境
教
育
を
受
け
持
っ
て
い
る
そ
う
。

の
は
い
い
。
学
校
林
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
意
味
で
も
、
教
育
の
あ
り
方
と
し
て
も
い
い
と
思
っ

た
」
と
、森
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
育
む
形
に
感
銘
を
受
け
た
そ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
考
え
る
、

教
育
に
つ
い
て

「
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
の
前
半
は
、
森
と
暮
ら
し
と
い
う

テ
ー
マ
で
話
し
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
富
岡
さ
ん
が

教
育
の
場
で
活
動
す
る
中
で
、
森
に
期
待
し
て
い
た
こ

と
や
教
育
現
場
で
課
題
と
さ
れ
る
問
題
を
、
森
が
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
そ
う
な
こ
と
っ
て
、
何
か
あ
る
と
思
い
ま

す
か
？
」（
奥
田
）

「
受
験
が
あ
る
こ
と
で
、
受
験
勉
強
を
ゴ
ー
ル
に
し

て
教
え
て
し
ま
っ
て
い
る
の
が
課
題
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
富
岡
さ
ん
。
最
近
、
伊
那
谷
で
は″M

ost 
Likely to Succeed

”
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学

習
の
ア
メ
リ
カ
の
実
践
事
例
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
育
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て

い
る
話
題
か
ら
、
主
体
的
な
学
び
に
議
論
は
展
開
。
富

岡
さ
ん
も
こ
の
学
び
方
に
大
賛
成
だ
と
い
い
ま
す
。

「
学
科
が
な
く
て
、
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
を
み
ん
な
で

探
求
し
て
い
く
と
、
結
果
的
に
物
理
や
数
学
の
知
識
が

「
教
育
的
サ
ー
ビ
ス
じ
ゃ
な
く
て
日
常
的
教

育
。
そ
れ
に
は
自
然
が
大
事
で
原
体
験
が
大
事
と

い
う
話
が
あ
っ
た
中
で
、
久
保
田
さ
ん
か
ら
子
ど

も
の
宿
題
が
多
過
ぎ
る
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
」（
奥
田
） 

 

キ
ャ
ン
プ
場
を
運
営
し
て
い
る
村
で
、
暮
ら
し
て
い
る

久
保
田
さ
ん
。
森
を
維
持
し
、
仕
事
を
作
っ
て
い
く
こ

と
を
繰
り
返
し
、
村
で
自
分
た
ち
な
り
に
サ
バ
イ
ブ
し

て
き
た
中
で
、
自
身
の
娘
が
１
つ
の
結
果
か
な
と
話
し

ま
す
。
1
歳
半
か
ら
キ
ャ
ン
プ
場
の
傍
ら
で
育
っ
た
、

現
在
7
歳
の
娘
さ
ん
は
、
薪
風
呂
の
風
呂
焚
き
が
大
好

き
だ
そ
う
。「
こ
の
夏
に
キ
ャ
ン
プ
し
て
、
彼
女
が
変

わ
っ
た
の
は
、
学
校
の
帰
り
に
杉
っ
葉
を
持
っ
て
帰
っ

て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。キ
ャ
ン
プ
で
の
体
験
と
し
て
、

杉
っ
葉
が
燃
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
学
校

の
宿
題
が
多
す
ぎ
て
、
そ
う
い
う
時
間
が
取
れ
な
い
の

も
一
方
あ
っ
た
り
す
る
」。
そ
ん
な
実
感
の
中
で
、
教

育
が
ど
う
い
う
も
の
を
目
指
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て

地
域
ぐ
る
み
の
共
有
や
大
人
の
対
話
を
通
し
た
理
解
が

課
題
で
は
な
い
か
と
、
久
保
田
さ
ん
は
続
け
ま
す
。

「
今
日
伊
那
西
小
に
行
っ
て
、
学
校
の
あ
り
方
と
地

域
の
森
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
す
ご
く
調
和
し
て
い
る
の
を

み
て
、
あ
あ
い
う
一
つ
の
教
育
タ
ー
ン
を
共
有
で
き
る
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内
田
さ
ん
の
言
葉
に
『
現
実
と
理
想
に
引
き
裂
か
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
は
イ
ノ
ベ
ー
ト
す
る
』
っ
て
い
う

話
が
あ
る
」。「
す
ご
く
、わ
か
り
ま
す
」
と
奥
田
さ
ん
。 

で
も
、
と
近
藤
先
生
は
、「
理
想
が
あ
る
か
ど
う
か

が
、
今
の
時
代
大
事
で
。
現
実
に
引
き
裂
か
れ
な
い
ま

ま
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
。
我
慢
し
て
我
慢
し

て
、
結
局
ど
こ
に
い
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
し
、

も
し
新
し
い
価
値
観
を
発
見
し
て
そ
れ
に
す
り
寄
っ
た

時
に
、
今
ま
で
の
自
分
を
否
定
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ

て
結
構
怖
い
こ
と
で
す
よ
ね
」、
そ
し
て
、
大
人
の
学

び
っ
て
あ
る
意
味
勇
気
が
い
る
こ
と
と
続
け
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
世
界
に
住
ん
で
い
き
た
い
と
い
う

理
想
を
、色
々
な
人
に
伝
え
た
り
、理
想
を
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
言
い
ま
す
。「
そ

れ
を
制
御
し
て
き
た
の
は
、
今
ま
で
の
教
育
か
も
し
れ

な
い
な
と
も
思
う
。
好
き
に
し
な
っ
て
誰
も
言
っ
て
く

れ
な
か
っ
た
」。

「
森
と
教
育
の
可
能
性
」
の
話
題
か
ら
、
サ
バ
イ
ブ

す
る
と
い
う
人
間
の
本
質
や
倫
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

あ
っ
て
の
学
び
な
ど
、
広
く
深
く
展
開
し
た
ク
ロ
ス

ト
ー
ク
。
受
講
生
同
士
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
時
間
を
経
て
、
講
師
陣
か
ら
の
ま
と
め
に
移
っ
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
事
務
所
が
、
ま
だ
愛
農
の
敷
地
の
中
に
あ
る
ん
で

す
よ
。
大
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
雑
誌
や
セ
ミ
ナ
ー

の
ほ
か
、
愛
農
の
敷
地
を
使
っ
て
企
画
を
し
て
い
た
り

も
し
ま
す
」。
ほ
か
に
も
、
外
国
人
大
学
生
の
受
け
入

れ
や
、
伊
賀
で
新
規
就
農
を
し
た
い
人
が
愛
農
で
助
手

と
し
て
働
き
新
規
就
農
に
つ
な
が
っ
た
例
も
話
し
て
く

れ
る
中
で
、「
愛
農
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
兼
学
校
と

い
う
か
、タ
ー
ミ
ナ
ル
み
た
い
に
成
立
し
て
い
る
の
で
、

誰
が
き
て
も
い
い
し
誰
が
学
ん
で
い
っ
て
も
い
い
」。

そ
れ
を
受
け
て
「
安
心
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ

る
っ
て
こ
と
で
す
ね
」
と
久
保
田
さ
ん
。
転
妻
カ
フ
ェ

と
い
う
転
勤
妻
た
ち
の
語
ら
う
場
を
提
供
し
て
い
る
富

岡
さ
ん
も
「
そ
う
で
す
ね
。
つ
な
が
る
こ
と
で
安
心
が

生
ま
れ
、
安
心
が
生
ま
れ
た
ら
次
は
学
び
へ
」
と
、
安

心
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
人
の
学
び
の
基
盤
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
、
共
通
項
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

「
大
人
に
対
し
て
ど
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い

く
の
は
結
構
難
し
い
で
す
よ
ね
。
自
発
的
に
動
か
な
い

と
絶
対
学
べ
な
い
し
。」（
奥
田
）

そ
ん
な
投
げ
か
け
か
ら
近
藤
先
生
は
、「
僕
は
内
田

樹
さ
ん
が
大
好
き
で
、
愛
農
に
も
来
て
く
れ
た
こ
と
が

あ
っ
て
、
今
年
出
し
て
く
れ
た 

″
日
本
習
合
論
”
と
い

う
本
に
も
愛
農
の
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
書
い
て
く
れ
た
。

大
人
の
学
び
は
、
安
心
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
き
っ
か
け
に

「
学
校
教
育
と
い
う
子
ど
も
た
ち
の
話
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
教
育
は
生
涯
教
育
と
か
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の

よ
う
な
一
生
学
び
続
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
テ
ー

マ
も
あ
り
ま
す
。
大
人
が
自
然
体
験
を
し
て
き
て
い
な

い
世
代
に
も
な
り
、
大
人
に
対
し
て
の
森
と
教
育
の

テ
ー
マ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
辺
り
は
い
か
が

で
し
ょ
う
？
」（
奥
田
）

キ
ャ
ン
プ
場
で
自
然
や
森
を
通
し
て
、
学
び
の
場
を

提
供
し
て
い
る
久
保
田
さ
ん
は
、「
例
え
ば
、
確
立
さ

れ
て
い
な
い
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
、
林
業
体
験
。
農
業

体
験
は
あ
る
け
ど
。
あ
と
、
お
客
さ
ん
に
す
ご
い
聞
か

れ
る
の
は
、『
み
ん
な
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
る
の
、

田
舎
で
』。
僕
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
仕
事
辞
め
る
時
に

思
い
ま
し
た
け
ど
、
仕
事
が
な
さ
そ
う
と
。
で
も
そ
れ

が
で
き
る
ん
だ
と
、
最
終
的
に
お
客
さ
ん
で
も
移
住
し

た
人
が
結
構
い
る
の
で
、（
キ
ャ
ン
プ
場
は
）
そ
う
い

う
入
り
口
に
も
な
る
の
か
な
と
」。

大
人
の
学
び
の
入
り
口
に
も
な
っ
て
い
る
キ
ャ
ン
プ

場
。
愛
農
高
校
に
感
じ
る
共
通
点
に
つ
い
て
近
藤
先
生

は
、「
愛
農
の
母
体
は
全
国
愛
農
会
と
い
う
農
業
集
団
。
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の
源
で
も
あ
る
と
感
じ
て
い
て
。
命
、
精
神
、
生
活
が

山
と
ひ
と
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
日
本
て
、
本
当
に

森
の
国
で
、
地
理
的
に
い
う
と
造
山
運
動
が
激
し
く
て

大
陸
の
東
側
に
あ
る
か
ら
す
ご
く
雨
が
降
り
、
森
が
多

く
て
、
森
が
育
ち
や
す
く
て
。
精
神
的
に
も
森
は
非
常

に
大
事
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
れ
を
見
つ
め
直
し
て
、

手
を
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
や
っ
ぱ
り
僕
た
ち
の
心
も

救
わ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
。
伊
那
が
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
な
っ
た
ら
い
い

な
」。

富
岡
さ
ん
は
、「
学
校
で
あ
れ
だ
け
森
が
あ
る
と
か
、

す
で
に
教
育
と
近
い
と
こ
ろ
に
森
が
あ
る
環
境
が
あ

る
。
や
ま
と
わ
の
よ
う
な
森
に
対
し
て
ア
ツ
い
人
が
多

い
地
域
も
珍
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
て
。

も
っ
と
地
域
の
大
人
が
そ
れ
に
対
し
て
の
対
話
を
す
る

機
会
が
す
ご
く
ほ
し
い
と
思
っ
た
。
そ
こ
が
密
に
な
っ

て
い
く
こ
と
で
、
森
と
教
育
の
近
さ
が
生
ま
れ
て
く
る

と
思
っ
た
の
で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
」。

森
と
教
育
の
可
能
性
に
寄
せ
て

最
後
に
講
師
の
3
人
か
ら
、
伊
那
谷
と
森
と
教
育
の

テ
ー
マ
で
、本
日
を
終
え
た
見
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
藤
先
生
は
、「
ひ
と
つ
特
徴
と
し
て
は
、
空
隙
（
く

う
げ
き
）
つ
ま
り
隙
間
が
こ
こ
に
は
す
ご
い
多
い
と

思
っ
た
。
僕
ら
は
一
緒
に
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
は
間
違
い
な
い
。
各
々
が
心
地
よ
い
と
感
じ
る

空
間
を
求
め
て
集
ま
れ
る
広
さ
が
こ
こ
に
は
あ
る
と

思
っ
た
。
山
と
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
性
格
を

持
つ
地
域
で
も
あ
る
と
思
う
。
か
な
り
変
貌
す
る
要
素

が
多
い
し
、
規
模
的
に
も
ち
ょ
う
ど
い
い
。
だ
ら
っ

と
、
山
か
ら
ま
ち
ま
で
続
い
て
い
る
。
だ
ら
だ
ら
し
て

る
っ
て
、
日
本
人
ぽ
く
て
い
い
。
だ
ら
っ
と
感
が
、
ま

ち
と
森
を
つ
な
ぐ
と
い
う
意
味
で
は
、
可
能
性
が
あ
る

と
思
っ
た
。
空
隙
と
だ
ら
っ
と
感
が
も
っ
と
も
っ
と
、

森
の
方
へ
引
っ
張
っ
て
い
く
要
素
と
し
て
プ
ラ
ス
だ
と

思
っ
た
」。

久
保
田
さ
ん
は
、「
民
俗
学
と
か
宗
教
学
が
好
き
な

の
も
あ
っ
て
、
太
平
洋
か
ら
諏
訪
湖
ま
で
歩
く
の
を
毎

年
や
っ
て
い
た
。
人
の
気
質
と
し
て
は
、
上
流
に
い
る

人
ほ
ど
、
精
神
的
な
も
の
の
高
さ
を
重
視
し
て
い
る
。

海
辺
の
人
は
も
っ
と
大
ら
か
だ
っ
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
だ
っ
た
り
。
上
流
の
人
は
、
精
神
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植
原
：
す
ご
く
最
先
端
な
暮
ら
し
だ
と
思
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
み
ん
な
の
丘
で
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い

く
ん
で
す
か
？

田
中
：
地
域
材
を
使
っ
た
家
づ
く
り
の
他
に
、
蓄
熱

や
耐
熱
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
極
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
率
の
高
い
暮
ら
し
を
し
て
み
た
い
ね
と
み
ん
な
で
話

し
て
い
ま
す
。
あ
と
は
生
ゴ
ミ
を
コ
ン
ポ
ス
ト
に
し
て

肥
料
に
し
た
り
。

植
原
：
こ
れ
ま
で
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ
な
場
所
を
都
市

で
作
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
も

あ
っ
て
、
都
会
の
セ
ン
ス
を
持
っ
た
人
が
地
域
に
移
住

し
て
、
そ
こ
で
小
さ
な
共
同
体
が
生
ま
れ
始
め
て
い
ま

す
よ
ね
。
ま
さ
に
み
ん
な
の
丘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の

好
例
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
な
ら
薪
を
使
っ
た
り
し
て

植
原
さ
ん
と
岡
野
さ
ん
は
、
木
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
通
じ
て
、
森
の
産
業
創
出
と
森
の
持
続
可
能
性

を
実
現
し
て
い
く
、「
キ
ノ
マ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

共
に
推
進
。″
ま
ち
と
森
が
い
か
し
あ
う
関
係
”
が
成

立
し
た
地
域
社
会
「
キ
ノ
マ
チ
」
を
目
指
し
て
い
る
。

田
中
さ
ん
は
、
価
値
が
な
い
と
さ
れ
て
放
置
さ
れ
て

い
る
流
木
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
っ
た
り
、
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
を
作
っ
て
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
収
益
を
山
に

還
元
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
移
住
し
て
き
た
4
世
帯
の
家
族

（
建
築
士
夫
婦
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
夫
婦
、
農
業
と
編
集
者
、

電
力
会
社
に
勤
め
る
夫
婦
）
が
共
同
で
土
地
を
買
っ
て

地
域
の
木
材
を
使
っ
て
家
を
つ
く
る
「
み
ん
な
の
丘
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
い
る
。
そ
ん
な
田
中
さ
ん
の

暮
ら
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、
南
阿
蘇
に
移
住
す

る
予
定
だ
っ
た
植
原
さ
ん
は
興
味
津
々
。

高
ま
る
地
域
材
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
の

「
共
同
購
入
」

森
と
ま
ち
づ
く
り

ー
森
と
人
の
関
わ
り
が
う
ま
れ
る
「
ま
ち
」
の
あ
り
方
を
考
え
る

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
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エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
活
も
で
き
ま
す
し
ね
。

奥
田
：
植
原
さ
ん
は
南
阿
蘇
に
こ
れ
か
ら
移
住
さ
れ

る
そ
う
で
す
が
、
暮
ら
し
と
森
を
近
づ
け
て
い
く
た
め

に
、
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
え
る
サ
ー
ビ
ス
は
何
か
あ

り
ま
す
か
？

植
原
：
午
前
中
に
話
を
聞
い
た
薪
宅
配
サ
ー
ビ
ス
な

ん
て
す
ご
く
い
い
で
す
よ
ね
。あ
と
は
、地
域
材
を
使
っ

て
家
を
建
て
て
み
た
い
と
な
っ
た
時
の
た
め
に
、
地
域

材
に
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
い

い
で
す
ね
。

奥
田
：
前
の
講
座
で
も
地
域
材
を
使
っ
た
家
を
作
り

た
い
の
に
地
域
材
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
く
て
困
っ
て
い

る
人
が
い
ま
し
た
。

植
原
：
地
域
材
っ
て
安
い
外
国
産
材
と
違
っ
て
比
較

的
高
価
な
こ
と
も
あ
っ
て
こ
れ
ま
で
は
都
会
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
商
売
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
も
、
最
近
は
田
中
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
意
識
の
高
い

人
が
地
域
に
移
住
し
始
め
て
い
る
の
で
、
地
域
材
を
地

域
で
使
い
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
、
暮
ら

し
と
森
を
近
づ
け
た
暮
ら
し
を
選
ぶ
人
は
増
え
る
と
思

い
ま
す
。

奥
田
：
林
業
サ
イ
ド
の
意
見
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ

地
域
材
を
使
い
た
い
と
言
っ
て
く
れ
る
地
域
の
消
費
者

が
少
な
い
の
で
供
給
に
踏
み
切
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

み
た
い
で
す
。

植
原
：
み
ん
な
で
声
を
あ
げ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
で

す
ね
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
あ
り
ま
す
っ
て
（
笑
）。
そ
の
意

味
で
も
田
中
さ
ん
の
取
り
組
み
は
面
白
い
。
移
住
者
４

家
族
が
共
同
購
入
す
れ
ば
そ
こ
そ
こ
の
量
の
地
域
材
に

な
る
だ
ろ
う
か
ら
製
材
所
側
も
嬉
し
い
だ
ろ
う
し
。
意

識
の
高
い
移
住
者
が
も
っ
と
増
え
て
、
点
で
は
な
く
、

面
に
な
っ
て
い
け
ば
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
的
に
地
域
材

を
提
供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
作
れ
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

都
会
か
ら
地
域
へ
の
移
住
が
増
え
れ
ば
、

ま
ち
と
森
は
自
然
と
近
づ
く

岡
野
：
地
域
に
移
住
者
が
増
え
て
い
る
話
で
言
う
と
、

電
通
が
最
近
自
社
ビ
ル
を
売
却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん

で
す
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
増
え
て
東
京
の
本
社
に
行

く
意
味
も
な
く
な
っ
て
き
て
。
だ
か
ら
、
僕
も
今
は
ほ

と
ん
ど
岐
阜
県
の
郡
上
に
い
ま
す
。
そ
う
い
う
都
会
側

の
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
が
地
域
に
た
く
さ
ん
移
住
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
森
と
暮
ら
し
は
自
然
と
近
づ
い
て
い

き
ま
す
よ
ね
。

奥
田
：
都
会
か
ら
地
域
へ
の
移
住
が
増
え
る
こ
と
で
、

森
と
暮
ら
し
が
近
づ
い
て
い
く
と
い
う
の
は
面
白
い
で

す
ね
。

岡
野
：
地
域
に
は
魅
力
的
な
仕
事
が
な
い
と
言
わ
れ

て
い
る
の
で
、
仕
事
が
増
え
れ
ば
も
っ
と
地
域
に
移
住

す
る
人
は
増
え
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
地
域
っ
て
打
ち

出
し
方
次
第
で
、
色
々
と
仕
事
が
作
れ
る
と
思
う
ん
で

す
。SD

G
s

だ
と
か
の
流
れ
も
あ
っ
て
、
環
境
共
生
と

か
持
続
可
能
性
っ
て
都
会
よ
り
も
地
域
の
方
が
学
び
や

す
か
っ
た
り
す
る
。
僕
も
自
然
の
中
で
遊
ぶ
中
で
本
当

に
学
び
が
多
い
ん
で
す
。

植
原
：
僕
も
環
境
教
育
っ
て
こ
れ
か
ら
す
ご
く
増
え

て
い
く
と
思
い
ま
す
ね
。
子
ど
も
を
自
然
に
触
れ
さ
せ

た
い
と
か
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
学
び
た
い
と
か

都
市
側
の
地
域
に
対
す
る
需
要
は
か
な
り
高
ま
っ
て
い

る
。
た
だ
、
都
市
側
と
地
域
側
で
そ
の
需
要
と
供
給
が

一
致
し
て
い
な
い
の
が
問
題
じ
ゃ
な
い
か
な
。
都
市
側

の
言
語
に
翻
訳
し
て
あ
げ
る
人
が
地
域
に
足
り
て
い
な

い
と
思
う
ん
で
す
。

岡
野
：
僕
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
領
域
に
も
い
る
の
で
、

SD
G

s

と
か
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
よ
う
な
横
文
字

を
使
い
な
が
ら
、
郡
上
の
自
然
を
生
か
し
た
企
業
研
修

の
提
案
な
ど
を
し
て
い
ま
す
ね
。
そ
う
や
っ
て
地
域
の

仕
事
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

奥
田
：
植
原
さ
ん
や
岡
野
さ
ん
の
よ
う
に
、
都
市
と

地
域
の
間
に
入
っ
て
、
地
域
の
価
値
を
う
ま
く
翻
訳
す

る
人
が
増
え
た
ら
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
も
っ
と

活
か
せ
そ
う
で
す
ね
。

一
度
は
分
断
さ
れ
た
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
森
。
し
か

し
、
意
志
あ
る
地
域
の
人
々
や
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
価
値

観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
と
森
を
再
び
紡
ご
う
と
い
う
動
き
が
少
し
ず

つ
、し
か
し
着
実
に
日
本
各
地
で
広
が
り
始
め
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
草
の
根
の
取
り
組
み
が
い
つ
か
、
大
き
な

う
ね
り
と
な
り
、
里
山
の
暮
ら
し
が
当
た
り
前
だ
っ
た

昔
の
日
本
の
よ
う
に
森
と
ま
ち
が
近
く
、
関
わ
り
の
多

い
社
会
に
な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
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有
明
体
操
競
技
場
な
ど
大
規
模
な
建
築
に
日
夜
携
わ

り
な
が
ら
、
同
時
に
小
径
の
材
木
を
使
っ
た
木
材
ユ

ニ
ッ
ト
「
つ
な
木
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
が
け
る
大
庭

拓
也
さ
ん
。「
有
明
体
操
競
技
場
で
も
、
各
所
に
木
を

使
っ
て
い
ま
す
。
外
装
は
、
木
が
持
つ
断
熱
性
能
や
遮

音
性
能
を
活
か
し
な
が
ら
、
断
熱
の
た
め
だ
け
に
使
う

断
熱
材
と
は
違
い
、
木
を
見
せ
な
が
ら
機
能
を
担
保
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
木
は
と
て
も
軽
く
圧
縮
に
強
い
の

で
、
ア
ー
チ
構
造
に
使
う
と
合
理
的
で
す
」。

生
き
方
に
迷
い
20
代
で
世
界
を
旅
し
た
あ
と
、
地
元

の
伊
那
市
に
戻
り
林
業
を
始
め
た
木
こ
り
の
金
井
渓
一

郎
さ
ん
。「
世
界
各
地
で
見
た
人
々
の
暮
ら
し
や
風
景

に
心
を
打
た
れ
、
地
域
の
風
景
は
地
域
の
文
化
や
独
自

性
、
魅
力
、
誇
り
か
ら
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
、
地
域

の
風
景
を
つ
く
っ
て
い
た
木
造
の
民
家
や
里
山
の
あ
る

循
環
と
機
能
性
、

風
景
か
ら
考
え
る
木
の
建
築
の
良
さ

事
務
局
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
奥
田
さ
ん

の
「
テ
ー
マ
は
森
と
建
築
。
建
築
に
も
色
々
種
類
が
あ

り
ま
す
が
、
建
築
士
と
し
て
、
木
の
建
築
の
良
さ
は
ど

こ
だ
と
思
い
ま
す
か
？
」と
い
う
問
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

 こ
こ
伊
那
谷
で
設
計
事
務
所
を
構
え
て
15
年
目
。
住
宅

で
の
地
域
材
利
用
に
積
極
的
に
取
り
組
む
建
築
士
の
倉

田
政
人
さ
ん
は
、「
建
築
材
に
は
鉄
骨
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
木
だ
け
が
自
然
の
な

か
で
循
環
す
る
素
材
。
ま
た
、
住
宅
は
人
が
生
活
す
る

空
間
な
の
で
、木
と
肌
が
接
触
す
る
こ
と
を
考
え
て
も
、

体
に
も
良
い
と
思
う
」。

木
こ
り
と
建
築
士
、
地
方
と
都
心
で
一
緒
に

見
出
す
「
地
域
材
を
地
域
で
使
う
価
値
」

森
と
建
築

ー
地
域
で
育
っ
た
木
で
生
か
す
建
築
を
考
え
る

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
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文
・
田
中
聡
子

し
か
し
、
中
大
規
模
建
築
で
木
を
使
う
と
、
Ｊ
Ａ
Ｓ

の
材
料
を
使
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
ホ
ウ
酸
や
リ
ン

酸
を
使
っ
た
不
燃
処
理
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
木
の
風
合

い
も
な
く
な
り
、
値
段
も
吊
り
上
が
る
。
さ
ら
に
、
加

工
可
能
な
と
こ
ろ
が
限
定
さ
れ
る
と
都
市
で
使
う
ハ
ー

ド
ル
も
高
く
な
る
な
ど
、
難
易
度
が
高
く
な
り
課
題
も

山
積
み
。

今
回
の
講
座
に
合
わ
せ
て
住
宅
の
木
造
比
率
を
調
べ

て
く
れ
た
と
い
う
倉
田
さ
ん
の
話
で
は
、「
令
和
元
年

度
の
住
宅
着
工
戸
数
は
、
全
国
で
木
造
が
約
58
％
で
非

木
造
が
約
42
％
。
長
野
県
で
は
木
造
が
約
74
％
で
非
木

造
が
約
26
％
、
平
成
元
年
度
は
木
造
が
約
57
％
で
非
木

造
が
約
43
％
。
木
造
が
減
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た
が

割
合
だ
と
木
造
は
増
え
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
材
で

家
を
建
て
て
ほ
し
い
と
い
う
オ
ー
ダ
ー
は
な
い
」
と
い

う
倉
田
さ
ん
の
話
か
ら
、
地
域
材
と
い
う
概
念
が
ま
だ

ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
山
側
の
話
も
聞
い
て
み
た
い
の
で
す
が
、
地
域
の

木
を
地
域
で
使
う
と
い
う
山
側
の
メ
リ
ッ
ト
を
金
井
さ

ん
は
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
？
」（
奥
田
）

金
井
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
に
伊
那
市
に
あ
る
旧
長
谷

村
で
起
き
た
36
水
害
※
を
例
に
出
し
て
議
論
を
展
開
し

素
敵
だ
」
と
、
移
ろ
う
生
活
感
が
大
切
じ
ゃ
な
い
か
と

話
し
ま
す
。

江
戸
末
期
頃
に
建
て
ら
れ
た
古
民
家
を
自
分
で
改
修

し
な
が
ら
住
ん
で
い
る
金
井
さ
ん
は
、「
住
宅
を
改
修

し
て
思
っ
た
の
は
、
改
修
で
で
た
も
の
は
一
つ
も
ゴ
ミ

に
な
ら
な
い
。
燃
や
せ
る
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
も
土

に
還
っ
て
い
く
。環
境
に
負
荷
が
か
か
ら
な
い
こ
と
が
、

木
の
建
築
の
一
番
の
良
さ
」。

木
の
使
用
量
の
バ
ラ
ン
ス
・

森
ご
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

実
際
に
、
木
造
建
築
の
家
を
選
ぶ
人
は
増
え
て
い
る

の
か
と
い
え
ば
、倉
田
さ
ん
の
現
場
の
肌
感
と
し
て
は
、

「
木
造
を
選
ぶ
人
が
多
い
。
で
も
そ
れ
は
、
予
算
の
都

合
で
木
造
の
方
が
安
い
の
で
選
ん
で
い
る
と
ゆ
う
印
象

で
す
」。

大
庭
さ
ん
が
日
頃
携
わ
る
中
大
規
模
建
築
で
は
、
逆

に
木
造
は
建
築
費
が
高
く
な
る
そ
う
で
「
10
年
前
に
僕

が
入
社
し
た
時
は
、木
造
な
ん
て
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

現
在
で
は
行
政
側
の
働
き
か
け
で
、
木
材
利
用
促
進
法

と
か
公
共
施
設
に
は
木
を
使
い
な
さ
い
と
い
う
条
例
も

で
て
い
ま
す
」。
さ
ら
にSD

G
s

の
文
脈
や
、
政
府
が

表
明
し
た
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
指
針
に
も

中
大
規
模
建
築
が
貢
献
で
き
る
と
感
じ
て
い
る
そ
う
。

風
景
に
興
味
を
持
っ
た
」
と
、
林
業
の
仕
事
に
つ
い
た

根
底
の
想
い
を
語
り
ま
す
。

大
庭
さ
ん
は
、
日
本
の
昔
な
が
ら
の
風
景
を
維
持
す

る
に
は
、
家
の
軸
組
も
関
係
し
て
い
る
と
い
い
「
伝
統

工
法
で
あ
る
木
造
軸
組
工
法
で
あ
れ
ば
、
家
の
改
修

は
繰
り
返
せ
る
が
、
現
代
的
な
2
×
4
（
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
）
工
法
だ
と
そ
れ
は
難
し
い
。
昔
の
民
家
で
主

流
だ
っ
た
木
造
軸
組
工
法
は
、
改
修
が
で
き
る
余
地
が

あ
る
の
で
建
物
と
し
て
新
陳
代
謝
が
で
き
、
結
果
と
し

て
風
景
を
守
っ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
」
と
見
解
を

示
し
ま
す
。

「
機
能
性
や
循
環
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
で
考

え
る
と
、
新
建
材
は
自
分
で
は
手
が
加
え
ら
れ
な
い
で

す
も
ん
ね
。」（
奥
田
）

大
庭
さ
ん
は
、「
そ
の
時
々
に
最
適
な
形
に
ゆ
る
や

か
に
対
応
し
て
い
く
セ
ン
ス
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
、
新
建
材
の
台
頭
も
そ
う
だ
が
、
世
の
中
的
に

完
璧
な
機
密
性
を
求
め
る
な
ど
、
物
事
を
完
結
型
に
し

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
視
点
を
投
げ
か
け
ま
す
。
午

前
中
の
ツ
ア
ー
で
立
ち
寄
っ
た
倉
田
さ
ん
の
家
を
例

に
、「
外
の
薪
が
な
く
な
っ
て
い
た
ら
、『
今
寒
い
か
ら

倉
田
さ
ん
は
薪
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う

な
』
と
い
う
よ
う
な
、
生
活
感
が
に
じ
み
で
る
風
景
は
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し
て
力
を
い
れ
た
い
と
は
思
っ
て
い
た
が
、『
木
が
好

き
な
ら
高
く
て
も
買
う
』
と
言
っ
て
も
ら
い
、
木
の

良
さ
や
魅
力
を
も
っ
と
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。木
の
良
さ
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
違
う
し
、地
域
に
よ
っ

て
も
違
う
の
で
、
そ
れ
を
知
っ
て
も
ら
え
ば
、
自
然
と

普
及
し
て
い
く
と
も
感
じ
た
。
地
域
の
木
や
森
の
も
の

が
地
域
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
風
景
が
独
自
性
を
持
っ
て
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
て

い
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
。
全
国
の
地
域
が
そ
う
あ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。」（
金
井
）

「
地
域
材
を
使
う
ハ
ー
ド
ル
、
触
れ
る
機
会
、
知
る

チ
ャ
ン
ス
、顔
が
見
え
る
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、

今
回
ワ
ー
ド
と
し
て
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
自
分
も
地

域
材
を
使
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
を
す
る
が
、
実
際
に

お
施
主
さ
ん
が
木
を
切
り
に
い
く
と
い
う
会
社
が
あ
る

の
も
参
考
に
な
っ
た
。
山
に
関
わ
る
と
か
つ
な
が
る
と

か
、
も
う
ち
ょ
っ
と
身
近
に
地
域
材
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
提
案
を
計
画
段
階
で
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。」（
倉
田
）

「
建
築
の
世
界
で
は
、
建
築
計
画
と
い
っ
て
ゴ
ー
ル

を
決
め
て
そ
れ
に
対
し
て
何
か
を
つ
く
る
ん
で
す
が
、

計
画
じ
ゃ
な
く
て
、
常
に
変
わ
り
続
け
る
生
育
的
な
デ

ザ
イ
ン
に
す
ご
く
興
味
が
あ
っ
て
。
都
市
集
中
か
ら
地

方
へ
分
散
し
た
り
、何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
中
で
、

う
が
、
地
域
材
の
構
造
材
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
。
そ

れ
で
、
山
側
の
金
井
さ
ん
や
有
賀
製
材
所
の
有
賀
さ
ん

に
相
談
し
た
ん
で
す
」。

倉
田
さ
ん
は
、
地
域
材
を
手
に
入
れ
て
、
一
年
半
か

け
て
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
。「
住
宅
を
建
て

る
時
で
も
、
長
期
ス
パ
ン
で
材
料
調
達
の
話
が
で
き
る

と
い
い
し
、
も
っ
と
言
え
ば
、
住
宅
の
需
要
に
対
す
る

建
材
と
し
て
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
る
の
が
理
想
的
。
そ
う

す
れ
ば
、
住
宅
の
計
画
段
階
か
ら
地
域
材
を
使
い
ま

し
ょ
う
と
い
う
提
案
も
で
き
る
」。

大
庭
さ
ん
が
感
じ
て
い
る
地
域
材
と
都
市
建
築
が
紐

付
か
な
い
理
由
と
し
て
は
、「
都
市
建
築
で
は
、
木
材

の
耐
火
対
応
が
必
要
。
欧
米
で
主
流
の
石
膏
ボ
ー
ド
で

木
を
被
覆
す
る
加
工
も
あ
る
が
、
木
の
表
面
が
見
え
な

く
な
る
の
で
、
建
築
士
と
し
て
は
木
を
見
せ
た
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
部
分
を
割
り
切
れ
れ
ば
、
そ
の
課
題

は
少
し
軽
減
さ
れ
る
の
か
な
」。

「
エ
リ
ア
の
木
を
つ
か
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
を
す

る
と
、
処
理
を
す
る
の
に
、
エ
リ
ア
外
に
も
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
ね
。」

（
奥
田
）

地
産
地
消
に
つ
い
て
、
日
頃
か
ら
テ
ー
マ
に
感
じ
て

い
る
と
い
う
大
庭
さ
ん
。「
地
産
で
地
消
な
の
は
間
違

て
い
く
か
も
し
れ
な
い
」。

大
庭
さ
ん
の
話
に
応
え
る
よ
う
に
金
井
さ
ん
は
、「
建

築
側
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
山
を
育
て
た
山
主
や
木
を
伐
っ

た
自
分
も
、
木
が
な
ん
の
建
物
で
使
わ
れ
た
か
知
る
こ

と
は
嬉
し
い
。
そ
れ
が
わ
か
れ
ば
、
山
に
も
も
っ
と
愛

着
が
持
て
、
ま
た
森
づ
く
り
が
ん
ば
ろ
う
と
な
る
」。

「
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
す
で
に
金
井
さ
ん
と
倉
田

さ
ん
で
ダ
イ
レ
ク
ト
な
設
計
と
林
業
を
つ
な
げ
て
い
る

わ
け
で
す
ね
」
と
大
庭
さ
ん
。

「
森
を
健
全
に
す
る
建
築
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
と
考
え
る
と
、
１
つ
は
地
域
の
木
は
な
る
べ
く
地
域

で
使
う
、
地
域
と
消
費
者
を
ど
う
つ
な
げ
る
か
、
外
国

産
材
を
使
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
ど
う
代
替
え
し
て
い
く

か
。
今
回
、
話
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
収
ま

り
き
ら
な
か
っ
た
感
じ
も
あ
り
ま
す
ね
。」（
奥
田
）

森
と
建
築
に
寄
せ
て

最
後
に
講
師
の
3
人
か
ら
、
森
と
建
築
の
テ
ー
マ
で
、

本
日
を
終
え
た
見
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
自
分
も
感
心
が
あ
る
テ
ー
マ
で
い
ろ
ん
な
話
が
聞

け
て
有
意
義
で
し
た
。
自
分
と
し
て
は
、
地
域
材
を
安

さ
で
勝
負
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
た
し
、
木
こ
り
と

る
の
か
な
と
。
す
ご
く
急
峻
で
山
の
上
の
大
木
を
取
り

に
行
き
た
く
て
も
道
が
な
い
」。

「
確
か
に
急
な
斜
面
ま
で
無
駄
に
植
え
た
の
が
日
本

の
林
業
だ
と
感
じ
て
い
る
」
と
い
う
金
井
さ
ん
。
加
え

て
、
圧
倒
的
に
林
業
従
事
者
が
不
足
し
て
お
り
、
担
い

手
も
減
少
の
一
手
を
辿
っ
て
い
ま
す
。

「
道
が
近
い
、
入
り
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
皆
伐
が
進

ん
で
、
そ
こ
が
ま
た
水
害
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
単
純
に
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
だ

け
じ
ゃ
な
く
、
森
ご
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
い
と
ど
う

し
よ
う
も
な
い
。
き
め
細
や
か
な
木
こ
り
が
た
く
さ
ん

い
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。」（
奥
田
）

地
域
材
を
住
宅
や
都
市
建
築
で

使
う
に
は

「
地
域
の
木
と
地
域
の
住
宅
、
都
市
建
築
が
紐
付
い

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
ほ
ぼ
そ
れ
が
進
ん

で
い
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
」（
奥
田
）

構
造
材
と
し
て
の
地
域
材
が
、
地
元
の
木
建
材
業
者

で
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
流
通
が
な
い

現
状
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
と
い
う
倉
田
さ
ん
は
、「
地
域

産
材
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
注
文
す
れ
ば
2
週
間
程
度
で
揃

い
な
い
の
で
す
が
、
加
工
だ
け
エ
リ
ア
外
で
や
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
僕
が
伝
え
て
い
る
の

は
『
地
産
地
工
』。
加
工
を
地
元
で
で
き
な
い
と
、
地

産
地
消
は
で
き
な
い
」。

林
業
と
建
築
が
つ
な
が
り
、

地
域
材
を
使
う
価
値
を
生
む

「
山
側
か
ら
す
る
と
地
域
な
り
エ
リ
ア
な
り
で
木

を
使
っ
て
も
ら
う
良
さ
を
直
接
的
に
ど
う
思
い
ま
す

か
？
」 （
奥
田
）

材
木
を
運
搬
す
る
時
に
で
る
排
気
ガ
ス
が
減
る
な
ど

環
境
的
な
視
点
も
あ
る
と
し
な
が
ら
、
金
井
さ
ん
は
、

「
地
域
の
木
を
使
う
と
建
物
に
独
自
性
を
出
せ
る
の
で

は
な
い
か
な
と
。
伊
那
の
木
で
あ
る
カ
ラ
マ
ツ
の
建
物

は
あ
か
っ
ぽ
く
な
っ
た
り
、
ア
カ
マ
ツ
が
曲
が
っ
た
梁

に
な
っ
た
り
」。

大
庭
さ
ん
が
携
わ
っ
た
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ
で

は
、
全
国
か
ら
木
が
届
き
、
同
じ
樹
種
で
も
色
な
ど
の

違
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
い
、「
農
業
的
な
産

地
が
あ
る
材
料
で
作
る
建
築
空
間
は
、
鉄
や
Ｒ
Ｃ
に
は

な
い
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
も
含
め
ユ
ー
ザ
ー
が
学

ん
で
い
く
と
、新
た
な
価
値
が
見
え
、ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ

ま
す
。

昭
和
36
年
は
、
高
度
経
済
成
長
期
。
多
く
の
人
が
住

宅
を
建
て
全
国
各
地
の
山
か
ら
木
が
伐
り
出
さ
れ
た
時

代
。
薪
な
ど
の
燃
料
利
用
も
さ
れ
て
い
た
の
で
、
住
宅

の
近
く
に
も
禿
山
が
で
き
て
、
そ
れ
が
水
害
を
加
速
さ

せ
ま
し
た
。

「
対
し
て
、
現
代
は
木
が
使
わ
れ
な
さ
す
ぎ
る
。
人

工
林
で
い
え
ば
、
畑
の
野
菜
と
同
じ
よ
う
に
、
木
も
収

穫
時
期
が
あ
る
。
今
、
戦
後
に
植
え
ら
れ
た
木
が
全
国

的
に
収
穫
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
い
い
時
期
に
収
穫
し

な
け
れ
ば
山
が
荒
れ
て
い
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
山
が

近
く
に
あ
れ
ば
、
危
険
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
」
と
、
現

場
に
い
る
か
ら
こ
そ
の
リ
ア
ル
な
危
惧
を
金
井
さ
ん
は

抱
い
て
い
ま
す
。

金
井
さ
ん
が
調
べ
て
く
れ
た
資
料
で
は
、
日
本
の
木

材
使
用
料
は
、
紙
や
建
築
材
な
ど
も
含
め
て
1
人
あ
た

り
一
年
間
で
０・
６
㎥
（
中
く
ら
い
の
木
1
本
程
度
）。

使
用
量
の
う
ち
自
給
率
は
約
36
％
で
、
あ
と
は
輸
入
。

自
給
率
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
日
本
の
山
に
あ

る
体
積
は
年
々
増
え
て
い
る
の
に
、
輸
入
に
頼
っ
て
い

る
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
課
題
。

大
庭
さ
ん
は
、「
仮
に
全
部
国
産
材
を
利
用
し
よ
う

と
な
っ
た
と
き
、
実
際
、
今
の
山
か
ら
木
を
収
穫
で
き
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都
心
と
地
域
の
境
界
面
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
き
そ
う
な

気
も
し
て
い
ま
す
。
僕
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
考
え
方

で
、地
方
の
み
な
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
、全
体
と
し
て
、

奪
い
合
い
で
は
な
く
、
開
い
て
つ
な
が
っ
て
何
か
起
こ

す
こ
と
に
尽
力
し
た
い
。
今
日
は
き
っ
か
け
と
し
て
種

を
植
え
た
状
況
だ
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
引
き
続
き
お
仲

間
に
い
れ
て
い
た
だ
い
て
、
色
々
教
え
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。」（
大
庭
）

※
36
水
害
：
昭
和
36
年
（1961

年
）、
台
風
の
接
近

と
梅
雨
前
線
の
停
滞
に
よ
る
激
し
い
雨
で
、
伊
那
谷
の

各
地
で
川
が
氾
濫
し
、
土
石
流
や
地
す
べ
り
が
発
生
し

た
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
災
害
の
こ
と
。

り
、全
国
で
カ
ホ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
て
い
ま
す
。

木
材
の
流
通
は
い
く
つ
も
の
行
程
を
経
る
し
、
時
間

が
か
か
る
の
で
、
な
か
な
か
消
費
者
側
が
供
給
側
と
の

接
点
を
持
て
な
い
。
し
か
も
、
供
給
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

同
士
の
横
の
繋
が
り
も
全
然
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
も
大

き
な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

奥
田
：
林
業
関
係
者
の
横
の
繋
が
り
が
弱
い
と
い
う

こ
と
で
す
か
？

ヤ
マ
サ
キ
：
そ
う
で
す
ね
。
工
務
店
か
ら″
地
元
で

製
材
し
た
い
ん
だ
け
ど
、
こ
の
辺
り
で
製
材
所
を
知
ら

な
い
か
？
”
っ
て
う
ち
に
相
談
が
来
る
く
ら
い
で
す
。

地
域
の
林
業
関
係
者
同
士
の
横
の
繋
が
り
も
す
ご
く
弱

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
な
の
で
カ
ホ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
消
費
者
だ
け
で
な
く
、
林
業
関
係
者
も
一

奥
田
：
今
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
午
前
中

は
有
賀
製
材
所
、
木
平
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い

ま
し
た
が
、
午
後
か
ら
は
日
本
各
地
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の

皆
さ
ん
と
地
域
材
の
活
用
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ヤ
マ
サ
キ
さ
ん
か
ら

自
己
紹
介
を
お
願
い
で
き
ま
す
か
？

ヤ
マ
サ
キ
：
ド
イ
ツ
の
木
材
メ
ー
カ
ー
の
営
業
を
12

年
間
ほ
ど
や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
4
、
5
年
ほ
ど
前
に

日
本
の
林
業
と
出
会
い
、
衰
退
を
知
っ
て
。
そ
れ
を
な

ん
と
か
し
た
い
な
と
一
念
発
起
し
て
、
林
業
と
消
費
者

を
つ
な
げ
る
、
カ
ホ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
林
業
関
係
者
も
消
費
者
も
一
緒
に
な
っ
て
、
み

ん
な
で
地
域
材
で
カ
ホ
ン
を
作
っ
て
、
演
奏
す
る
と
い

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
そ
の
う
ち
、″
う
ち
の
森
林
組
合

で
も
や
っ
て
よ
”
と
い
う
風
に
声
が
か
か
る
よ
う
に
な

縦
も
横
の
つ
な
が
り
も
弱
い
、

日
本
の
林
業

森
と
素
材

ー
地
域
の
木
を
地
域
で
使
う
た
め
の
製
材
所
の
可
能
性
を
探
る

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
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た
り
前
の
業
界
な
ん
で
す
が
、
僕
の
中
で
は
そ
う
い
う

風
に
間
に
入
っ
て
利
益
を
得
る
不
労
所
得
に
対
す
る
反

骨
芯
が
あ
る
ん
で
す
。
真
っ
当
に
林
業
を
や
っ
て
い
る

人
に
き
ち
ん
と
還
元
さ
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
か
ら
、
地
域
材
の
活
用
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

有
賀
：
う
ち
は″
せ
っ
か
く
な
ら
地
域
材
を
使
い
た

い
”
と
言
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
材
を
活
用
す
る
た
め

に
も
、
う
ち
の
よ
う
な
地
域
の
製
材
所
が
残
り
続
け
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
地
域
材
の
活
用
っ
て

経
営
的
に
も
難
し
い
し
、
課
題
も
多
い
で
す
が
…
。

ヤ
マ
サ
キ
：
う
ち
は
、
神
戸
の
六
甲
山
の
製
材
所
と

仕
事
を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
カ
フ
ェ
を
併
設

し
た
製
材
所
を
始
め
た
ん
で
す
。
意
外
と
そ
れ
が
地
域

で
人
気
に
な
っ
て
、
今
で
は
む
し
ろ
カ
フ
ェ
の
お
休
み

の
週
2
回
だ
け
製
材
所
が
稼
働
し
て
い
る
状
態
で
す
。

カ
フ
ェ
が
あ
る
こ
と
で
こ
れ
ま
で
地
域
材
に
関
心
の
な

か
っ
た
お
客
さ
ん
も
来
て
く
れ
て
い
て
、
そ
こ
で
＂
端

材
市
”
を
や
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
製
材
単
体
だ
と

難
し
い
か
ら
、
組
み
合
わ
せ
て
相
乗
効
果
を
狙
っ
て
い

く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

「S
D

G
s

だ
か
ら
」
よ
り
も
、

「
目
の
前
の
人
の
た
め
」
に

地
域
材
を
使
う

奥
田
：
タ
ニ
チ
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
始

め
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

谷
地
：
出
来
上
が
っ
た
木
材
建
築
が
地
域
か
ら
愛
さ

れ
る
た
め
に
は
、
建
築
の
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
も
大
事

だ
と
思
う
ん
で
す
。
た
だ
地
域
材
を
使
う
だ
と
か
、
デ

ザ
イ
ン
の
力
で
お
し
ゃ
れ
に
見
せ
る
だ
け
で
は
足
り
な

い
。
ど
ん
な
思
い
で
地
元
の
木
こ
り
さ
ん
や
地
元
の
製

材
所
が
こ
の
図
書
館
建
設
に
関
わ
っ
た
の
か
、
そ
う

い
っ
た
背
景
が
見
え
る
こ
と
で
出
来
上
が
っ
た
地
域
材

の
木
材
建
築
や
地
元
の
山
に
対
す
る
愛
着
は
育
ま
れ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

奥
田
：
皆
さ
ん
が
地
域
材
の
活
用
に
そ
こ
ま
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
な
ん
で
し
ょ
う
？　
ビ
ジ

ネ
ス
的
に
大
変
な
部
分
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

谷
地
：
環
境
問
題
だ
と
か
、SD

G
s

と
し
て
地
域
の

山
を
守
ろ
う
と
い
う
よ
り
は
、″
人
”
で
す
ね
。
頭
で

考
え
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
、
も
っ
と
実
感
に
近

い
動
機
で
す
。
林
業
と
か
っ
て
下
請
け
や
孫
請
け
が
当

堂
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
、
供
給
側
と
消
費
者
と
い
う

縦
の
繋
が
り
だ
け
で
な
く
、
供
給
側
の
横
の
繋
が
り
も

作
っ
て
い
く
こ
と
で
、
網
の
目
状
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

紡
い
で
い
く
お
手
伝
い
を
カ
ホ
ン
を
通
じ
て
や
っ
て
い

ま
す
。

奥
田
：
谷
地
さ
ん
も
地
域
内
の
林
業
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

谷
地
：
パ
ワ
ー
プ
レ
イ
ス
の
谷
地
で
す
。
は
い
、
地

元
製
材
所
や
地
域
の
加
工
業
者
を
巻
き
込
ん
で
、
彼
ら

と
一
緒
に
地
域
材
を
使
っ
た
公
共
建
築
を
作
る
、
地
域

内
林
業
の
活
性
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
山
形
県
高
畠
町
の
図
書
館
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
21
の
地
域
事
業
者
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、
地
域

材
の
利
用
率
99
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
地
域
材
を
地
域

企
業
と
共
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
場
産
業
の
活
性
化

に
も
つ
な
げ
る
こ
の
取
り
組
み
は
、″
タ
ニ
チ
シ
ス
テ

ム
”
と
呼
ん
で
い
た
だ
い
て
、令
和
元
年
度
版
の
森
林・

林
業
白
書
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
的
に
は
、
地
域
材
よ
り
も
海
外
産
材
を
使
う
方

が
「
合
理
的
」
と
言
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
安
く
て
気

軽
に
手
に
入
る
外
国
産
材
は
忙
し
い
現
代
人
に
と
っ
て

は
「
楽
」
な
選
択
肢
だ
。
け
れ
ど
、
今
回
の
取
材
で
感

じ
た
の
は
地
域
材
を
使
う
、
そ
の
過
程
で
得
ら
れ
る
満

足
感
や
「
楽
し
さ
」
だ
っ
た
。
手
軽
さ
や
安
さ
は
「
楽
」

だ
け
れ
ど
、
私
た
ち
は
そ
う
い
っ
た
暮
ら
し
の
中
で
、

「
楽
し
さ
」
を
失
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
楽
と
楽
し

さ
の
、
ど
ち
ら
が
ほ
ん
と
う
の
「
合
理
的
」
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
地
域
材
を
め
ぐ
る
取
材
を
通
じ
て
、
自
分
が
本

当
に
求
め
る
暮
ら
し
を
問
い
直
す
貴
重
な
機
会
に
な
っ

た
。

奥
田
：
組
み
合
わ
せ
て
事
業
全
体
で
林
業
を
支
え
て

い
る
ん
で
す
ね
。

谷
地
：
そ
う
い
う
地
域
の
小
さ
な
循
環
と
、
地
域
材

の
魅
力
発
信
の
両
方
が
大
事
か
な
と
思
い
ま
す
ね
。 

＂
木
材
を
使
う
とSD

G
s

な
ん
だ
”
と
い
う
よ
り
も
、

製
材
所
を
覗
け
た
り
、
木
材
を
切
る
人
か
ら
そ
の
こ
だ

わ
り
を
聞
い
た
り
す
る
方
が
実
感
が
と
も
な
っ
て
ず
っ

と
い
い
。
な
の
で
、
僕
はYouTuber

と
し
て
木
材

の
魅
力
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
開
設
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
（
笑
）。

有
賀
：
製
材
所
だ
け
だ
と
な
か
な
か
情
報
発
信
ま
で

手
が
届
か
な
い
の
で
、
谷
地
さ
ん
の
よ
う
な
人
が
応
援

し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
谷
地
チ
ャ
ン
ネ

ル
、
楽
し
み
で
す
。
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補
助
金
に
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
。
い
つ
も
あ
く
せ
く
し

て
い
な
が
ら
、
利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
。
山
の
価
値
と

木
の
価
値
を
多
様
化
し
て
、
価
値
を
高
め
た
い
気
持
ち

は
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
林
業
だ
け
で
一
年
間
食
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
か
と
思
っ
て
い
る
」。
少
し
ず
つ
、

森
林
業
や
農
林
業
の
よ
う
な
○
○
×
林
業
の
ス
タ
イ
ル

に
な
る
の
が
理
想
だ
と
話
し
ま
す
。

○
○
×
森
か
ら
「
森
に
関
わ
る
１
０
０
の
仕
事
を
つ

く
る
」
こ
と
を
こ
の
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
で
提
唱
し

て
き
た
奥
田
さ
ん
は
、「
年
間
を
通
し
て
の
産
業
を
つ

く
る
。
夏
に
は
農
業
、
農
閑
期
の
冬
が
林
業
。
色
々
組

み
合
わ
せ
て
、
生
業
と
し
て
成
り
立
つ
。
昔
に
戻
し
て

い
く
感
じ
で
す
ね
」。

広
告
と
ア
ウ
ト
ド
ア
の
他
業
界
を
経
て
林
業
の
世
界

木
こ
り
が
語
る

林
業
と
い
う
産
業
の
現
状

事
務
局
で
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
奥
田
さ
ん

の
「
原
さ
ん
は
林
業
と
里
山
地
域
づ
く
り
を
掛
け
合
わ

せ
て
い
る
。
田
口
さ
ん
は
利
用
側
か
ら
山
側
の
現
状
を

か
え
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
。
北
原
さ
ん
は

林
業
を
あ
る
種
、
趣
味
と
捉
え
て
い
る
。
み
な
さ
ん
、

林
業
が
産
業
と
し
て
き
つ
い
と
思
っ
て
い
る
。
何
が
、

林
業
の
難
し
さ
な
ん
で
し
ょ
う
？
」
と
い
う
問
い
か
ら

ス
タ
ー
ト
。

長
野
県
松
本
市
に
あ
る
株
式
会
社
柳
沢
林
業
で
代
表

取
締
役
を
務
め
る
原
薫
さ
ん
。
女
性
の
木
こ
り
と
し
て

一
線
に
立
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、
実
感
の
こ
も
っ
た
言

葉
が
溢
れ
ま
す
。「
一
年
中
木
を
切
っ
て
い
る
の
は
、

林
業
と
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
か
ら
感
じ
た

「
暮
ら
し
づ
く
り
は
生
業
づ
く
り
」

森
と
生
業
づ
く
り

ー　
こ
れ
か
ら
の
林
業
と
生
業
を
考
え
る　

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
レ
ポ
ー
ト
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文
・
田
中
聡
子

ン
な
ら
横
幅
2.5
メ
ー
ト
ル
で
い
い
け
ど
、
も
っ
と
大
型

に
な
る
と
4
〜
4.5
メ
ー
ト
ル
の
道
を
あ
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」（
奥
田
）

今
の
日
本
の
林
業
シ
ス
テ
ム
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
な

ぞ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
と
い
う

原
さ
ん
。「
地
震
と
台
風
が
ほ
ぼ
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大

陸
に
対
し
、
日
本
は
避
け
て
通
れ
な
い
わ
け
で
、
同
じ

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
と
私
は
感

じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
有
林
で
い
う
と
、
一
番
生
産

性
が
低
い
の
は
こ
の
中
部
山
岳
エ
リ
ア
。
中
央
構
造
線

や
糸
魚
川
︱
静
岡
構
造
線
が
通
っ
て
、
地
殻
変
動
を
す

ご
く
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
で
、
簡
単
に
林
道
を
あ

け
ら
れ
な
い
」。

山
側
に
お
金
が
ま
わ
り
づ
ら
い

日
本
の
林
業
シ
ス
テ
ム

「
木
を
た
く
さ
ん
使
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
議
論
を
す

る
と
、
山
側
に
換
金
さ
れ
な
い
議
論
が
抜
け
落
ち
る
。

前
々
回
（
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジvol.4

）
の
「
森
と

建
築
」
講
座
の
時
も
、
都
市
で
の
建
築
物
に
対
し
て
た

く
さ
ん
木
を
使
お
う
と
す
る
と
、
不
燃
処
理
を
し
た
木

を
使
う
し
か
な
い
。
加
工
業
者
は
す
ご
く
儲
か
る
仕
組

み
だ
が
山
主
に
は
返
ら
な
い
。
山
主
や
木
こ
り
、
山
側

に
ど
う
や
っ
て
お
金
を
返
し
て
い
く
か
が
、
大
き
な
課

出
し
方
は
工
夫
し
て
い
っ
た
方
が
い
い
」
と
力
を
込
め

ま
す
。

「
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
の
講
座
と
し
て
は
、
今
回

の
林
業
が
最
終
回
。
林
業
が
ど
う
い
う
産
業
な
の
か
わ

か
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
と
思
う
。
そ
の
あ
た
り
を
説

明
し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
か
？
」（
奥
田
）

北
原
さ
ん
の
現
場
で
の
話
と
し
て
、
一
立
方
メ
ー
ト

ル
の
丸
太
を
山
か
ら
搬
出
し
て
か
か
る
コ
ス
ト
は
、
平

均
し
て
６
５
０
０
円
〜
８
０
０
０
円
。
売
上
の
平
均
が

一
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
約
７
５
０
０
円
。
つ
ま
り
山

主
に
売
上
を
返
す
余
裕
が
な
い
と
い
う
。「
補
助
金
が

出
る
と
、
か
ろ
う
じ
て
山
主
に
返
せ
る
。
高
く
売
れ
る

か
、
搬
出
コ
ス
ト
を
下
げ
る
か
の
二
択
。
搬
出
コ
ス
ト

を
こ
れ
以
上
下
げ
る
の
は
結
構
無
理
が
あ
る
。
国
と
し

て
は
、
高
性
能
な
林
業
機
械
を
投
入
す
べ
き
と
の
方
針

も
あ
る
が
、
解
決
策
と
し
て
は
好
ま
し
く
な
い
と
感
じ

て
い
る
」。
や
は
り
木
材
を
高
く
売
る
か
、
木
材
の
需

要
を
増
や
す
こ
と
が
大
切
だ
と
投
げ
か
け
ま
す
。

「
出
口
側
の
売
値
が
上
が
ら
な
い
と
い
け
な
い
わ
け

で
す
ね
。
逆
に
行
政
側
の
主
張
と
し
て
は
、
木
材
単
価

を
あ
げ
る
の
は
難
し
い
か
ら
、
作
業
効
率
を
上
げ
る
た

め
に
機
械
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。
午
前
中
の
ツ
ア
ー
で

林
道
の
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
機
械
重
量
が
3
〜
5
ト

へ
踏
み
入
れ
た
田
口
壽
洋
さ
ん
は
、「
最
初
に
感
じ
た

の
は
、
自
分
の
家
の
山
を
整
備
す
る
の
に
補
助
金
を
も

ら
え
る
ん
だ
。
す
ご
い
世
界
だ
な
」
と
い
う
率
直
な
感

想
を
持
っ
た
そ
う
。
一
方
で
、林
業
は
成
り
立
た
な
い
、

儲
か
ら
な
い
と
、
関
係
者
か
ら
聞
く
日
々
。
そ
こ
で
気

づ
い
た
の
は
、
林
業
に
は
出
口
対
策
が
あ
ま
り
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
。

広
告
業
界
は
、
例
え
ば
ど
ん
な
人
に
ど
う
売
っ
て
い

く
の
か
、
そ
こ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
情
報
発
信

を
す
る
手
法
。
林
業
は
、
生
産
側
に
は
補
助
金
が
投
入

さ
れ
て
い
る
が
、
出
口
側
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
ま

り
さ
れ
て
い
な
い
。「
も
っ
と
出
口
を
作
れ
ば
、
生
産

側
に
補
助
金
を
入
れ
な
く
て
も
単
価
が
あ
が
っ
て
い
く

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
田
口
さ
ん
の
話
を
受
け
、
木

こ
り
の
北
原
さ
ん
は
「
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
木
こ
り
は
み
ん
な
感
じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と

応
え
ま
す
。

作
業
し
た
面
積
に
対
し
て
補
助
金
が
払
わ
れ
る
が
、

北
原
さ
ん
は
「
丸
太
の
売
値
が
高
く
な
っ
た
方
が
山
は

良
く
な
る
。
木
こ
り
は
、
よ
り
良
い
造
材
を
し
よ
う
と

思
う
し
、
よ
り
高
く
売
ろ
う
と
工
夫
も
す
る
、
効
率
よ

く
搬
出
し
よ
う
と
思
う
。
意
識
と
し
て
、
補
助
金
を
も

ら
う
た
め
の
作
業
で
は
な
く
な
っ
て
く
る
。
現
状
、
補

助
金
が
な
い
と
厳
し
い
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
補
助
金
の
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の
が
現
状
。
対
し
て
、
山
に
入
る
こ
と
を
一
年
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
暮
ら
し
た
い
人
は
た
く
さ
ん
い
る

と
思
う
」。
原
さ
ん
は
、
そ
ん
な
実
感
の
中
か
ら
林
業

と
並
行
し
て
立
ち
上
げ
た
一
般
社
団
法
人
ソ
マ
ミ
チ
の

な
か
で
、
み
ん
な
で
森
を
共
有
し
森
を
生
か
す
「
シ
ェ

ア
フ
ォ
レ
ス
ト
」
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

林
業
を
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

で
あ
り
、
自
伐
型
林
業
へ
も
つ
な
が
っ
て
い
き
そ
う
で

す
。現

代
に
あ
っ
た
山
村
を
活
か
す

産
業
を
つ
く
れ
な
い
か

「
山
は
本
当
に
森
林
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
か
、
公
益
的

機
能
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
山
主
だ
け
の
責
任
に
で
き
な

い
し
、
補
助
金
が
必
要
な
部
分
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

完
全
に
競
争
原
理
に
ま
か
せ
た
ら
山
が
な
く
な
る
可
能

性
だ
っ
て
あ
る
。
田
口
さ
ん
が
お
話
さ
れ
て
い
た
、
山

が
成
り
立
つ
に
は
、
地
域
の
資
源
を
使
う
必
要
が
あ
る

と
い
う
話
が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。
聞
か
せ
て
い
た

だ
け
ま
す
か
？
」（
奥
田
）

地
方
創
生
の
文
脈
で
、
中
山
間
地
域
で
の
仕
事
創
出

も
手
掛
け
る
出
口
さ
ん
。
地
方
に
人
を
呼
び
、
地
方
で

ど
う
仕
事
を
作
っ
て
暮
ら
し
て
も
ら
う
の
か
。
そ
ん
な

あ
げ
て
売
上
を
上
げ
る
こ
と
と
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ

る
こ
と
は
全
く
同
じ
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
」。

大
き
い
機
械
は
、
機
械
代
と
燃
料
代
が
高
い
だ
け
で

な
く
、
少
し
ぶ
つ
け
た
だ
け
で
車
一
台
買
え
る
く
ら
い

の
修
理
代
が
か
か
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
。
補
助
金
で
、

高
い
機
械
を
入
れ
て
し
ま
え
ば
、
そ
う
い
っ
た
維
持
コ

ス
ト
を
か
け
て
使
い
続
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
リ
ス
ク

を
感
じ
て
い
る
そ
う
。

さ
ら
に
田
口
さ
ん
は
、
自
分
の
移
住
生
活
で
見
え
た

コ
ス
ト
の
変
遷
に
合
わ
せ
て
解
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
京
か
ら
島
根
県
津
和
野
町
に
移
住
し
た
田
口
さ
ん
。

ま
ず
始
め
た
の
は
、
家
計
簿
を
つ
け
る
こ
と
。「
年
間

１
０
０
万
あ
れ
ば
い
け
る
ぞ
と
わ
か
っ
た
。
田
舎
は
、

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
家
賃
が
安
く
て
、
一
万
く
ら
い
の

と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
東
京
で
、
4
人
家
族
で
住
む

マ
ン
シ
ョ
ン
を
借
り
た
ら
、
15
万
と
か
20
万
と
か
家
賃

が
か
か
る
場
合
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
概
に
は
言
え
な

い
で
す
が
、
２
０
０
万
く
ら
い
年
収
が
少
な
く
て
済
む

わ
け
で
」。
田
口
さ
ん
は
、
暮
ら
し
に
足
り
る
分
、
例

え
ば
林
業
で
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
必
要
な
分
だ
け
稼
げ
れ

ば
、
あ
と
は
自
由
な
時
間
だ
と
考
え
、
気
持
ち
に
も
余

裕
が
持
て
た
と
い
い
ま
す
。

「
自
分
で
山
に
入
れ
る
山
主
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い

題
だ
と
思
う
」（
奥
田
）

補
助
金
と
丸
太
の
売
上
だ
け
が
収
入
源
で
あ
る
林

業
。
山
主
に
お
金
を
返
し
、
林
業
従
事
者
に
も
相
応
の

お
金
が
払
わ
れ
る
た
め
に
、
丸
太
の
売
値
を
上
げ
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
か
に
つ
い
て
議
論
は
展
開
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

「
消
費
者
の
立
場
に
立
つ
と
丸
太
の
売
値
が
上
が
れ

ば
、
影
響
が
で
て
く
る
の
は
、
一
番
木
を
使
う
家
の
値

段
。
家
が
買
え
な
く
な
る
の
は
困
る
か
ら
、
売
値
を
た

だ
吊
り
上
げ
る
の
は
難
し
い
」（
原
）

さ
ら
に
原
さ
ん
は
、
山
を
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と

の
難
し
さ
と
大
切
さ
も
同
時
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
言
い
ま
す
。「
次
の
山
を
つ
く
っ
て
い
く
経
費
も

必
要
。
山
主
に
換
金
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
部
を
林
業

事
業
者
が
預
か
り
金
の
よ
う
な
形
で
も
ら
い
、
造
林
費

用
に
当
て
て
い
く
こ
と
も
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
」。

自
伐
型
林
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
議
論
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

山
主
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
自
伐
型
林
業
を
実
践
し
て

い
る
田
口
さ
ん
は
、
基
本
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
小
さ
い

機
械
で
、
少
な
い
コ
ス
ト
で
、
小
面
積
で
利
益
率
を
上

げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
そ
う
。「
生
産
量
を

地
域
の
人
を
巻
き
込
み
、
里
山
整
備
の
活
動
も
し
て

い
る
原
さ
ん
。
自
社
で
整
備
を
し
て
し
ま
え
ば
、
里
山

は
早
く
き
れ
い
に
な
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
そ

れ
で
は
山
は
変
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
。「
地

域
の
人
た
ち
か
ら
は
『
定
年
後
の
遊
び
場
つ
く
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
』『
生
涯
現
役
で
体
を
動
か
せ
る
よ

う
に
地
域
の
人
た
ち
と
何
か
を
す
る
場
が
あ
る
こ
と
が

嬉
し
い
』
と
感
謝
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
続
い
て
い
か
な
い
と
思
う
か
ら

こ
そ
、
薪
の
販
売
、
農
業
や
花
木
の
栽
培
、
落
ち
葉
の

活
用
な
ど
、
現
金
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
み
ん
な
で
考

え
続
け
て
い
る
そ
う
。「
定
年
し
た
方
や
障
が
い
者
の

方
、
子
供
を
抱
え
た
お
母
さ
ん
た
ち
に
作
業
を
手
伝
っ

て
も
ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
小
遣
い
稼
ぎ
の
場
に

な
っ
て
い
る
」
と
原
さ
ん
。

「
地
域
の
中
で
地
域
の
資
源
を
活
か
し
き
る
さ
ま
ざ

ま
な
仕
事
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
、
森
の
価
値
が
あ
が
っ

て
い
く
。
そ
こ
か
ら
、
木
の
値
段
が
上
が
る
と
こ
ろ
ま

で
行
け
れ
ば
さ
ら
に
い
い
で
す
ね
。」（
奥
田
）

「
山
村
を
生
か
し
た
産
業
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

今
日
も
北
原
さ
ん
か
ら
は
、
山
の
中
で
枝
打
ち
し
た
枝

葉
の
使
い
道
の
ア
イ
デ
ア
が
ほ
し
い
と
い
っ
て
い
た
。

原
さ
ん
か
ら
は
、
細
い
間
伐
の
檜
が
ほ
し
い
と
い
う
話

が
出
た
。
山
の
色
々
な
使
い
方
が
な
い
と
仕
事
が
生
ま

れ
て
い
か
な
い
感
じ
が
し
ま
す
。」（
奥
田
）

地
域
資
源
を
活
か
し
き
る
取
り
組
み
が

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
生
業
を
生
む

話
題
に
上
が
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
林
業
機
械
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が
発
展
し
て
き
た
現
代
。

地
域
で
お
金
を
ま
わ
し
、
地
域
資
源
を
使
う
た
め
に

「
丸
ご
と
昔
の
暮
ら
し
に
戻
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
の

は
無
理
が
あ
る
か
ら
、
今
の
技
術
を
使
い
な
が
ら
、
昔

の
知
恵
を
取
り
込
み
な
が
ら
暮
ら
し
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
話
は
進
ん
で
い
き
ま

す
。

「
暮
ら
し
方
を
昔
に
戻
す
わ
け
で
は
な
く
、
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
し
て
い
く
こ
と
は
、
森
の
問
題
と
非
常
に
密

接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
暮
ら
し
方
が
変
わ
ら
ず
、
仕

組
み
だ
け
で
は
変
わ
ら
な
い
。
原
さ
ん
が
実
践
さ
れ
て

い
る
里
山
地
域
づ
く
り
も
新
し
い
暮
ら
し
づ
く
り
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
」（
奥
田
）

問
い
に
対
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
を
し
た

ら
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
在
宅
勤
務
も
で
き
、
地
方
で

仕
事
が
で
き
る
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
実
際
は
そ
ん
な

単
純
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

「
例
え
ば
、
漁
村
の
成
り
立
ち
を
考
え
た
時
に
、
漁

村
に
は
海
が
あ
り
、
魚
を
獲
る
人
が
い
て
、
加
工
す
る

人
が
い
て
、
流
通
す
る
人
が
い
る
。
そ
の
人
た
ち
に
は

家
族
が
い
て
、
暮
ら
し
を
支
え
る
郵
便
局
や
商
店
が
あ

り
、漁
村
と
い
う
集
落
が
で
き
る
。
山
村
で
考
え
れ
ば
、

元
々
山
を
使
っ
て
で
き
て
い
る
集
落
の
は
ず
。
だ
か

ら
、
現
代
の
暮
ら
し
で
山
を
使
わ
ず
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
あ
る
か
ら
、
い
け
る
ね
っ
て
こ
と
で
は
な
い
と
思

う
。」
山
村
が
成
り
立
っ
て
い
た
昔
と
の
違
い
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
山
の
木
々
を
使
わ
な
く
な
っ
た
の

が
、
一
つ
大
き
な
理
由
で
は
な
い
か
と
田
口
さ
ん
は
言

及
し
ま
す
。「
石
油
、
電
気
、
ガ
ス
で
、
熱
源
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
計
の
出
費
だ
が
、
そ
の
分
の

お
金
が
地
域
か
ら
出
て
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
薪

で
賄
え
て
い
た
時
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
分
の
お
金
を
稼

ぐ
必
要
が
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
薪
を
自
分
で
と
っ
て

く
れ
ば
、
自
分
の
人
件
費
、
時
間
は
使
う
け
れ
ど
、
コ

ス
ト
は
か
か
ら
な
い
」。
地
域
の
資
源
を
ど
う
活
か
し

て
い
く
か
が
大
事
だ
と
田
口
さ
ん
。
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い
い
ま
す
。「
知
識
と
し
て
は
、
環
境
や
森
林
を
知
っ

て
い
る
け
ど
、
そ
れ
が
ち
ゃ
ん
と
腹
落
ち
す
る
た
め
に

は
、や
っ
ぱ
り
体
験
と
感
動
が
必
要
。林
業
も
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
な
る
と
思
う
」。

森
林
セ
ラ
ピ
ー
、
森
林
を
活
用
し
た
人
材
育
成
、
企

業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
し
て
の
森
林
支
援
、
オ
フ
ィ
ス
の

木
質
化
。「
都
会
の
人
が
関
わ
れ
る
山
や
森
の
可
能
性

は
色
々
あ
る
し
、
こ
れ
か
ら
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
」
と
原
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

「
難
し
く
考
え
す
ぎ
ず
、
ま
ず
は
森
に
来
て
ほ
し
い
。

関
わ
り
代
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
森
の
担
い
手
は
下
降

し
て
い
る
か
ら
、
多
様
な
関
わ
り
方
で
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
の
林
業
も
あ
り
。
も
ち
ろ
ん
危
険
な
部
分
は

大
き
い
の
で
、
安
全
保
障
や
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
大
事

だ
が
、
チ
ー
ム
で
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
本
当
に
い

い
な
と
思
う
。」（
奥
田
）

林
業
と
生
業
づ
く
り
に
寄
せ
て

最
後
に
講
師
の
3
人
か
ら
、
林
業
と
生
業
づ
く
り
の

テ
ー
マ
で
、本
日
を
終
え
た
見
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
今
、
小
さ
く
て
も
す
ご
く
多
様
な
日
本
列
島
な
の

に
、同
じ
よ
う
な
林
業
の
や
り
方
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

「
同
じ
く
、
都
会
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
場
所
を
作

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
」。
農
業
や
漁
業
に
比

べ
、
林
業
が
一
番
わ
か
り
に
く
い
と
思
っ
て
い
る
と
い

う
田
口
さ
ん
。「
北
原
さ
ん
が
、趣
味
は
林
業
っ
て
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
確
か
に
林
業
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
お
も

し
ろ
い
。
林
業
の
要
素
は
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
チ
ェ
ン

ソ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
、
重
機
な
ど
が
あ
り
、
し
か
も
自
然

の
ど
真
ん
中
で
や
る
こ
と
を
考
え
る
と
、『
ア
ウ
ト
ド

ア
の
集
大
成
』
だ
と
思
う
」。

さ
ら
に
田
口
さ
ん
は
、
林
業
に
携
わ
る
こ
と
で
見
え

た
、
視
点
の
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
現
代
は
、

時
間
を
効
率
的
に
使
う
た
め
に
分
業
が
進
ん
だ
と
思
っ

て
い
て
。
確
か
に
、
一
つ
の
こ
と
に
集
中
し
た
方
が
、

新
し
い
発
見
が
あ
り
、
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
で
う
ま
く
回
っ
て
い
る
と
き

は
、
集
団
と
し
て
は
進
化
し
て
い
る
が
、
個
人
と
し
て

は
退
化
し
て
な
い
？
と
思
っ
た
わ
け
で
す
。
何
か
あ
っ

た
時
の
自
分
の
無
力
さ
と
い
っ
た
ら
怖
か
っ
た
。
だ
か

ら
、
一
つ
の
こ
と
に
突
出
し
て
い
な
く
て
も
色
々
な
こ

と
が
で
き
る
方
が
、生
物
と
し
て
安
心
。
そ
の
感
覚
は
、

み
な
さ
ん
に
知
っ
て
欲
し
い
」。

原
さ
ん
も
、
と
に
か
く
林
業
を
遠
い
世
界
だ
と
思
わ

ず
に
、
ま
ず
は
都
会
の
人
に
も
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
と

都
会
に
住
む
人
の

山
や
森
へ
の
関
わ
り
代
と
は

「
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
の
受
講
生
の
中
に
は
都
会

側
か
ら
参
加
し
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
持
続

可
能
の
よ
う
な
森
の
難
題
は
田
舎
側
の
話
で
、
都
会
の

人
た
ち
は
直
接
動
け
な
い
と
い
う
話
を
結
構
聞
き
ま
す

が
、
都
会
側
か
ら
で
き
る
ア
ク
シ
ョ
ン
っ
て
あ
る
ん
で

し
ょ
う
か
？
」（
奥
田
）

「
ず
っ
と
や
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
林
業

体
験
の
受
け
入
れ
で
す
」
と
北
原
さ
ん
。
都
会
か
ら
家

族
で
遊
び
に
き
て
、
お
父
さ
ん
に
木
を
伐
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
子
供
に
は
重
機
に
乗
っ
て
遊
ん
で
も
ら
っ
た
り

と
、家
族
で
山
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
い
ま
す
。

「
都
会
の
人
が
、
少
し
で
も
山
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

て
、
帰
っ
て
か
ら
山
の
面
白
さ
を
ま
わ
り
の
人
に
発
信

し
て
く
れ
た
ら
、
山
っ
て
お
も
し
ろ
い
っ
て
い
う
都
会

で
の
意
識
が
広
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
興
味
さ
え
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
、
山
は
自
然
と
よ
く
な
っ
て
い
く
気
が

す
る
」。

「
無
関
心
の
状
態
を
関
心
の
あ
る
状
態
に
変
え
る
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
都
会
も
田
舎
も
経
験
し
て
い
る
田

口
さ
ん
ど
う
で
す
か
？
」（
奥
田

の
こ
と
を
考
え
る
の
な
ら
、
子
供
た
ち
に
少
し
で
も
山

や
林
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
僕
の
理
想

は
、
子
供
た
ち
が
な
り
た
い
職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
に
林
業

を
い
れ
た
い
。
ま
ず
は
僕
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
な
っ

て
ね
。
み
な
さ
ん
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
し
て
く
だ
さ
い

ね
（
笑
）。」（
北
原
）

「
今
回
、
講
座
の
な
か
で
林
業
の
話
を
最
後
に
持
っ

て
き
た
。
林
業
の
話
は
と
っ
つ
き
に
く
い
か
ら
も
あ
る

ん
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
。
色
々
な
こ
と
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
、
教
育
、
ま
ち
づ
く

り
、
建
築
、
素
材
。
そ
し
て
新
し
い
仕
事
を
生
み
出
そ

う
と
し
た
時
に
、
木
こ
り
が
い
な
い
と
何
も
で
き
な
い

こ
と
に
気
が
付
く
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。森
を
見
れ
て
、

木
を
切
れ
る
人
が
や
っ
ぱ
り
い
る
。
色
ん
な
仕
事
が
増

え
て
く
る
と
、
木
こ
り
の
仕
事
も
増
え
て
く
る
。
最
後

に
林
業
が
い
か
に
重
要
か
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
た
の
で
、こ
う
ゆ
う
順
番
に
し
て
き
ま
し
た
。

今
日
の
話
は
面
白
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。」（
奥
田
）

林
業
が
楽
し
す
ぎ
て
趣
味
＝
林
業
に
な
っ
た
北
原
さ

ん
、
海
が
好
き
で
森
に
辿
り
着
い
た
田
口
さ
ん
、
人
間

の
本
質
を
大
切
に
、
自
然
（
じ
ね
ん
）
と
い
う
概
念
の

中
で
生
き
る
原
さ
ん
。
自
分
が
ど
う
生
き
て
い
く
か
を

鮮
明
に
し
て
い
く
こ
と
が
、生
業
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

「
暮
ら
し
づ
く
り
は
生
業
づ
く
り
」。

ま
ず
は
、
信
州
な
ら
で
は
の
山
に
関
わ
る
仕
事
を
創
っ

て
い
き
た
い
と
お
も
っ
た
。
今
回
の
講
座
だ
け
の
つ
な

が
り
じ
ゃ
な
く
、
こ
の
ご
縁
を
信
州
で
ひ
と
つ
の
形
に

創
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た
」。（
原
）

「
遠
く
ま
で
来
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
よ
か
っ
た
。
今

日
話
を
聞
い
て
、
山
や
森
林
と
の
距
離
を
み
な
さ
ん
が

す
ご
く
感
じ
て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
実
際
に
林
業
に

入
っ
た
身
と
し
て
は
、言
う
程
、遠
い
仕
事
じ
ゃ
な
い
。

そ
こ
は
ま
ず
意
識
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ
て
い
る
部

分
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
は
や
っ
ぱ
り
所
有
権
の

考
え
方
が
強
い
の
が
ひ
と
つ
の
課
題
。
山
主
が
誰
か
わ

か
ら
な
い
か
ら
、勝
手
に
山
に
入
れ
な
い
と
い
う
考
え
。

ま
ず
は
、
伊
那
市
が
入
れ
る
場
所
を
整
え
て
い
く
こ
と

も
で
き
そ
う
。」（
田
口
）

「
山
と
の
距
離
を
感
じ
て
い
る
人
た
ち
に
、
親
し
み

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
山
側
か
ら
手
助
け
し
て
い

き
た
い
。
例
え
ば
、
人
が
自
由
に
入
れ
る
山
を
山
主
さ

ん
と
話
し
て
確
保
し
て
案
内
し
た
り
、
林
業
体
験
を
受

け
入
れ
た
り
、
技
術
の
指
導
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
き
た
い
。
興
味
が
あ
る
人
は
連
絡
を
も
ら
え
れ

ば
、
な
る
べ
く
対
応
し
て
い
き
ま
す
。
林
業
は
と
っ
て

も
ス
パ
ン
が
長
い
仕
事
。
野
菜
は
種
を
蒔
い
た
ら
そ
の

年
の
う
ち
に
収
穫
が
で
き
る
が
、
林
業
は
60
年
く
ら
い

経
た
な
い
と
収
穫
で
き
な
い
特
殊
な
業
界
。
こ
れ
か
ら

REPORT　VOL.6 森と生業づくり

ASOBINA　島崎山林塾企業組合

伊那谷ツアーで訪れた場所

REPORT　VOL.6 森と生業づくり

伊那谷ツアー動画
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伊那谷ツアーの様子

伊那西小学校の千賀先生が学校林を使った
教育について話してくれました

薪ストーブ、薪を販売する d l d さん。
薪づくりと森の関係をお聞きしました

地域材を使うことにこだわる有賀製材さんの製材工場 島崎山林塾企業組合の北原さんが施業中の山林を案内

伊那谷の自然を使ったアクティビティを
展開する ASOBINA の呉本さん

有賀製材さんと木こりの金井さんと連携して
地域の木で自宅を建てた倉田さん

地域の木を使ったものづくりの面白さを語る
やまとわの中村さん

丸太の直径を測り、どのようなサイズで
造材するのがいいか考える金井さん

伊
那
谷
ツ
ア
ー
の
様
子
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第
一
回
の
課
外
授
業
と
し
て
、
森
と
も
の
づ
く
り
、
森
と
教
育
、
2
回
の
講
座
の
中
で
、
引
っ
か
か
っ
た
こ
と
、
気
に
な
っ

た
こ
と
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

森
に
関
わ
る
１
０
０
の
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
や
り
た
い
、
何
か
や
り
た
い
！
と
い
う
方
の
企
画

に
つ
い
て
話
し
合
う
企
画
会
議
を
実
施
。

受
講
生
の
中
か
ら
、
受
講
生
同
士
が
今
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
か
知
り
た
い
！
と
い
う
こ
と
で
、
受
講
生
と
森
の
関
わ
り

に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

受
講
生
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
お
二
方
を
ゲ
ス
ト
に
、「
伝
え
る
」
こ
と
に
つ
い
て
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
森
の

こ
と
を
伝
え
て
い
く
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
か
考
え
ま
し
た
。

受
講
生
で
実
際
に
林
業
を
は
じ
め
た
方
を
ゲ
ス
ト
に
、
小
さ
い
林
業
を
は
じ
め
た
経
緯
や
林
業
の
楽
し
さ
、
難
し
さ
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た

森
と
教
育
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
探
究
す
る
学
び
を
深
掘
り
す
る
た
め
に
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ブ
ッ
ク
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
と
い

う
手
法
を
使
っ
て
、
探
究
学
習
と
森
の
関
係
を
考
え
ま
し
た
。

企
画
会
議
第
2
弾
と
し
て
、
別
の
方
の
企
画
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
会
議
を
実
施
。

企
画
会
議
な
ど
で
話
し
て
き
た
内
容
や
受
講
生
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
映
像
の
上
映
会
な
ど
を
最
後
に
行
い
ま
し
た
。
本
講
座

で
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
40
名
近
い
受
講
生
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
講
生
で
森
林
・
林
業
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動
す
る
ラ
イ
タ
ー
の
方
を
ゲ
ス
ト
に
し
て
、
林
業
と
森
の
全
国
の
事
例
や
森
の

疑
問
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

カ
レ
ッ
ジ
も
終
盤
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ
う
か
？
と
い
う
こ
と
を
受
講
生
同
士
で
話
し
ま
し
た
。

南
ア
ル
プ
ス
山
麓
を
自
転
車
で
走
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開
発
を
し
て
い
る
名
取
さ
ん
の
元
を
訪
ね
て
、
自
転
車
と
森
の
関
係

に
つ
い
て
お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

1 ／ 18
20:00

1 ／ 25
20:00

2 ／ 10
20:00

2 ／ 25
20:00

3 ／ 2
20:00

3 ／ 6
15:00

1 ／ 6
20:00

2020 年2021 年
12 ／ 26
14:00

12 ／ 21
20:00

12 ／ 18
20:00

授
業
の
振
り
返
り
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
！

森
の
１
０
０
仕
事 

企
画
会
議 vol.1

森
と
ど
ん
な
関
わ
り
方
を
し
た
い
？
ど
ん
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
？
会
議

森
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
企
画 

「
伝
え
る
」
を
考
え
る

私
が
46
歳
で
始
め
た
林
業
の
は
な
し

森
と
探
究
す
る
学
び
の
関
係
を
考
え
る 

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ブ
ッ
ク
・
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ

森
の
１
０
０
仕
事 

企
画
会
議 vol.2

forest college 

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

全
国
の
山
村
を
旅
す
る
林
業
ラ
イ
タ
ー
と
、
林
業
と
森
の
今
を
語
ろ
う

そ
ろ
そ
ろ
カ
レ
ッ
ジ
が
終
わ
る
の
で
、
好
き
な
テ
ー
マ
で
未
来
を
語
ろ
う

ト
レ
イ
ル
カ
ッ
タ
ー
名
取
さ
ん
の
森
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
づ
く
り

伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
本
講
座
の
他
に
課
外
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
受
講
生
に
実
際
に
伊
那
に
来
て
も
ら
い
、
森
を
舞
台
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
元
で
共
に
学
ぶ
計
画

を
立
て
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
そ
う
い
っ
た
計
画
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
代
わ
り
、
毎
週
の
よ
う
に
平
日
夜
に
希
望
者
で
集
ま
り
、
テ
ー
マ
を
持
ち
寄
っ
て
語
り
合
う
課
外
授
業
を
行
っ
た

り
、
事
務
局
が
森
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
元
を
訪
ね
て
、
動
画
を
撮
影
し
て
受
講
生
と
共
有
し
た
り
し
て
実
施
。
本
講
座
の
中

で
も
少
人
数
で
30
分
ほ
ど
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
時
間
が
あ
り
ま
す
が
、「
足
り
な
い
！
」
と
い
う
声
も
多
く
、
課
外

授
業
で
は
思
う
存
分
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

課外授業について
トレイルカッターの様子（動画）
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講師プロフィール

講師：
●松本 剛さん　
株式会社飛騨の森でクマは踊る代表取締役 COO
環境事業会社勤務を経て、2019 年、株式会社トビムシに参画。
2015 年、岐阜県飛騨市に飛騨市と株式会社トビムシと株式会社ロ
フトワークで官民共同事業体「株式会社飛騨の森でクマは踊る（通称：
ヒダクマ）」を設立、取締役就任。2016 年、古民家を改装した滞在
型ものづくりカフェ「FabCafe Hida」をオープン。2019 年より現職。
世界中の様々な人たちが飛騨の森に関わる場と機会をつくり、その
人々と個性豊かな広葉樹と飛騨の匠の技をかけあわせ、それぞれの
都合とらしさを活かした持続可能なものづくりに取り組んでいる。

●丸尾有記さん
KITOKURAS 代表
飛騨・大阪・東京でプロダクトなどのデザインに携わったのち、
2010 年より実家である、材木屋、山一木材（香川県）の三代目とし
て KITOKURS というプロジェクトを立ち上げる。材木屋にカフェ・
日用品・家具ギャラリー・設計室などを併設し、「木と暮らす」こと
を伝えることについて取り組んでいる。携わった主なプロジェクト
は、「more trees」（木のブローチ、プランターなど）、「KITOKURAS」

（一輪挿し、百年杉トレイ、国分寺 K 邸〈住宅〉など）

地域プレイヤー：
●中村 博さん
株式会社やまとわ取締役代表
長野県伊那市出身。高校卒業後、郵便局員を経て木工職人の道へ。
地域の木材で木製品をつくることは職人ができる森林整備ではな
いかと考え、2002 年より伊那谷産木材に特化した木工に取組む。
2016 年 10 月、「森をつくる暮らしをつくる」会社、株式会社やま
とわを設立。プライベートでは、かんな削りの技術を競う全国的な
組織である「削ろう会」の活動や、地元有志と共に週末林業を通し
た地域づくりにも取り組んでいる。家具手加工 1 級技能士、西地区
環境整備隊隊長、伊那市 50 年の森林ビジョン推進委員、第 35 回全
国削ろう会信州伊那大会実行委員長。

講師：
●久保田雄大さん　
四徳温泉キャンプ場（Waqua 合同会社）代表
長野県飯田市出身。中央大学経済学部在学中に、世界の田舎を旅し
た経験から「持続可能な経済へどうやってシフトするか？」を考え
るようになる。メーカー社員として、アフリカ諸国で経済開発の仕
事に携わる中、リーマンショック、311 を経て、むしろ問題は先進
国のライフスタイルにあると感じ始め、ふるさと伊那谷へ U ターン。
中川村の古民家を借り、薪風呂、薪ストーブの生活を始める。「この
村で文化・エネルギー両方の自給力のある田舎を創っていくために、
自分ができることは何か？」と考えているうちに、2015 年より森
の中にポツンとある「四徳温泉キャンプ場」の経営を村より委託さ
れる。キャンプ場を「森を活かしてシゴトを創る場所」と定義。森
林の六次産業化を目指す。一帯に植林されたカラマツを間伐しなが
ら「出荷しないでその場で活かしきる」ことにこだわり、丸太はコテー
ジなどの建築、枝は薪にしてすべて販売。できた森林空間は、キャ
ンプサイトに。ガイド育成のため研修も定期的に行い、キャンパー
や、地元の子供達を対象に、環境教育のプログラムを実施している。
こうした姿勢がユーザーの共感を呼び、長野県内でも屈指の人気の
キャンプ場に。2020 年「南信州キャンプセッション」を、キャン
プ場経営者の仲間と立ち上げる。長期目標を「Sustainable Valley 
2040」とし、地方分散型社会へと変化していくために、キャンプシー
ンからできることを提案中。

●近藤 百さん　
愛農学園農業高等学校教諭
1986 年兵庫県三田市生まれ。11 世帯の山村で鍛冶屋の長男として
育つ。大学卒業後、大阪で材木会社の営業マンとして働きながら「自
分の手でつくる頑丈な暮らしとはなにか」を模索しはじめる。縁あっ
て 2013 年より愛農高校職員となり、果樹部の主任や日本史を受持
つかたわら、広報を担当。愛農高校が目指す「小さくて頑丈な暮らし」
をキーワードに、全国で「愛農高校が一緒にできること」を提案し
ている。家の風呂とストーブは薪。

地域プレイヤー：
●富岡順子さん　
コレカラボ -corecareerlab- 代表
1984 年生まれ。10 才から始めたソフトテニスにのめり込み、小中
と全国大会に出場する。新潟高校時代も部活に精を出す余り勉強に
ついていけなくなるが、それがきっかけでこれからの教育を考える
ようになる。文教大学ではアクティブラーニングや心理学を学び教
員免許を取得するも卒業後は地元の第四銀行に入行。在職中に産業
カウンセラー、キャリアコンサルタントの資格を取得。その後結婚
を機に退職するがアイデンティティークライシスを経験し、改めて
キャリア教育の必要性を実感する。2014 年に夫の仕事の都合で南
箕輪村へ移住。現在は高校生や社会人のキャリア支援を行い、「生き
る力」に繋がる学びを日々探究している。

講師：
●植原正太郎さん
NPO 法人グリーンズ COO ／事業統括理事
1988 年 4 月仙台生まれ。慶應義塾大学理工学部卒。新卒で SNS マー
ケティング会社に入社。2014 年 10 月より WEB マガジン「greenz.
jp」を運営する NPO 法人グリーンズにスタッフとして参画。2018
年 4 月より COO ／事業統括理事に就任し、健やかな事業と組織づ
くりに励む。本業の傍ら、都会のど真ん中に畑をつくる「URBAN 
FARMERS CLUB」も展開中。循環型社会やサステナビリティにつ
いて勉強中。一児の父。

●岡野春樹さん　
一般社団法人 Deep Japan Lab 代表理事／一般社団法人長良川カン
パニー代表理事／株式会社電通
神奈川県平塚市育ち。慶應義塾大学総合政策学部を卒業後、電通に
入社。自治体のブランディングや、地方創生を中心とした官公庁の
国内外の広報に携わる。また、勤務時間外で日本を楽しむ旅をつく
る「Deep Japan Lab」を立ち上げる。旅の活動で出会った岐阜県
郡上市で、夜の川に入った衝撃がきっかけで移住。現在家族４人で
源流域の暮らしを楽しむ。いのちよろこぶ、あそびを提供する一般
社団法人長良川カンパニーを設立し、流域一体でのひとと自然の繁
栄を目論む。

地域プレイヤー：
●田中聡子さん
伊那市地域おこし協力隊／伊那谷ふぃーる エディター
2017 年、長年暮らした関西から U ターン。現在、3 才と 5 才の兄
弟の母。伊那市地域おこい協力隊、（株）ローカルライフ伊那支店長、
フリーの編集者・ライターと、協力隊、会社員、個人事業主の 3 つ
の仕事をかけ持つ。地域体感メディア「伊那谷ふぃーる」運営、「表
現あそび教室」などの講座開催、在宅ワークの地域ママ向け支援など、

「こどば、編集、地域」をキーワードに活動を行っている。

講師：
●大庭拓也さん　
株式会社日建設計 設計部門 アソシエイト アーキテクト Nikken 
Wood Lab 代表
1982 年福岡県北九州市生まれ。福岡大学建築学科卒業 東京工業大
学大学院建築学専攻修了
2007 年日建設計入社。担当は、有明体操競技場・選手村ビレッジ
プラザ・渋谷区北谷公園・木質ユニット「つな木」など。受賞には
環境大臣賞、林野庁長官賞、ウッドデザイン賞、グッドデザイン賞、
JIA25 年賞など。「つくればつくるほど生命にとって良い建築」を実
務やラボの活動を通して実践中。

地域プレイヤー：
●倉田政人さん
建築設計室ヴェクトル
地元に設計事務所を開設して 14 年目。「地産材の利用が増えること
を願い、住宅設計のお手伝いをしています。日々の暮らしの中で木
とのかかわりが、地産材・里山との繋がりに直結していることを実
感し、気張らないふだん使いの木の暮らしをすすめています。ウッ
ドボイラーは、地産材への関心・活用と新たな利用価値を持つきっ
かけになればと提案するものです。（蓄熱タンクとの組合せで、近隣
建物へ温熱供給・共有しています）ゆっくりでも里山・地産材へ関
心が向き、少し前まで当たり前だった、木の暮らし・里山への価値
観を取り戻せたら」と願い奮闘しています。

●金井渓一郎さん
金井山素材代表
主に上伊那地域の森林所有者さんから森林整備、経営を受託してい
ます。
丸太販売だけでなく、製材所さんと協働で地域産住宅材の販売、赤
松の枝、白樺の皮など林産物の販売に力を入れています。補助金に
頼らず、林産物の売上と山主さんの投資によって森を循環させる林
業を実践しています。森林所有者が、自身の山から利益を得られる
ように、山を楽しめるように、山に期待を持てるように。そんな森
づくりのお手伝いをするというのが基本的スタンスです。しかし、
楽しみより、山に対する不安、懸念を抱く山主さんが多いのが現状
です。
山主さんと直接対話しながら山を含めた自身が暮らす地への愛着を
深められることが願いです。
1984 年、伊那市生まれ。

第 3 回
森と人の関わりがうまれる

「まち」のあり方を考える

第 4 回
地域で育った木で生かす
建築を考える

第 1 回
自然を活かすものづくりとは

第 2 回
キャリアデザインに
森を生かすには
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講師：
●谷知大輔さん
パワープレイス株式会社
1983 年生まれ　奈良県奈良市出身。2009 年三重大学大学院　共生
環境学研究科　博士前期課程　修了。大学で林学を学んだ後、住宅
向けの内装建材メーカーに入社し、国産木材製品のマーケティング
を担当。メーカ―勤務で木材生産と利用の現場の意識にあまりに大
きな乖離を感じ、如何にこの間を繋ぐかを考えるようになる。退職
後、非住宅市場へ国産木材を提案、コーディネートする会社に合流
し、FSC 森林認証材や国産木材の提案を行う。2017 年には地域木
材の流通を支援する NPO を設立し、同年、当時パワープレイスに
在籍していた武蔵野美術大学の若杉教授にお声がけいただき、山形
県高畠町の図書館および屋内遊戯施設の木材調達業務に従事。町産
木材と地元製材所、地域の加工業者により建材加工を行い、図書館
では町産木材の利用率 99％を達成した。地域木材流通の最適化を通
じて地場産業の活性化や人と人の繋がりを再構築したこの取り組み
は、タニチシステムと呼ばれ令和元年度版の森林・林業白書でも紹
介された。
現在はパワープレイスに所属し、人と木の繋がりをデザインし、よ
り豊かな未来に繋げていく活動を行っている。

●ヤマサキ マサオさん　
SHARE WOODS 代表
1970 年生まれ。大学卒業後出版社勤務を経てドイツ木材メーカー
の輸入代理店に勤務。2009 年に間伐材を活用した打楽器「カホン」
を手づくりする「カホンプロジェクト」を創設し、日本全国の森と
の関わりを深め全国各地の地域材を活用したプロジェクトに携わる。
2013 年に、木に関わる情報と販売のプラットフォーム「SHARE 
WOODS」を設立。全国各地の森林や林業関係者との関わりを深め、
地域材を活用したカホンづくりのプログラムを展開し、森林とまち
をつなげる木材コーディネートを行う。

地域プレイヤー：
●有賀真人さん　
株式会社有賀製材所代表取締役
長野県伊那市にて小さな製材所と工務店を経営。
祖父・父と代を引継ぎ 3 代目。30 年程前より、当時は建築材として
は見向きもされなかったカラマツ材を積極的に住宅に使い始め、地
域材 100％での家作りを手掛ける。現在は自社のみならず、県内外
の大工、工務店、設計事務所からの注文に応じ、伊那産の丸太を製
材し製品の販売も行う。三重県青山町生まれの伊那谷育ち。中学卒
業後、県外の高校、大学と進学し、大阪で約 3 年間社会人として過
ごした後、地元伊那へ戻り家業の製材所を継ぐ。妻と 3 人の子ども
と 5 人暮らし。趣味はマンガと音楽と時々料理。かなりのインドア派。
1971 年生まれ 49 歳。

講師：
●原 薫さん　
株式会社柳沢林業代表取締役／一般社団法人ソマミチ代表理事　
1973 年神奈川県川崎市生まれ。筑波大卒業後、木挽き職人に魅
せられ 1997 年静岡市井川森林組合に就職し林業の道へ。狩猟
免許、銃砲所持許可も井川時代に取得。1999 年に長野県に移住
し、2003 年柳沢林業入社、2013 年より現会長より事業承継を
し、「信州松本平の豊かな風景をつくる」をコーポレートメッセー
ジに掲げ、木材生産を中心に新たな林業の可能性を模索中。また、
2017 年一般社団法人ソマミチを設立し、山の多様な価値の創造
と林業木材業の六次産業化を通して、「木を使う社会の仕組みづ
くり」を目指す。

●田口壽洋さん　
合同会社やもり 代表社員／一般社団法人 STAGE 代表理事
1978 年神奈川県生まれ。麻布大学獣医学部卒業後、広告業界・
アウトドア業界を経て、島根県津和野町の自伐型林業集団『津和
野ヤモリーズ』や『島根わさびブランド推進協議会』の立ち上げ
など、自伐型林業を実践しながら、中山間地域での仕事創出のサ
ポートを行政と一緒に行う。現在は、島根県津和野町での自伐型
林業・山葵事業のサポートと並行して、山口県阿武町で地方創生
事業のコーディネートを実施。キャンプ場設立・魚の付加価値流
通・自伐型林業研修とモデル林創出・無角和種の生産振興など、
中山間地域での仕事創出に係る各種事業推進を行っている。

地域プレイヤー：
●北原淳史さん　
島崎山林塾企業組合
小学生の頃、学校の環境委員長という役を任されたことで、環境
問題へ興味を持つ。その後、持続可能なモノ作りをテーマにして
いた信州大学工学部へ進学。木材を扱う研究室に所属したことで、
森林 · 林業へ興味を持つ。大学卒業後、山造りに関する講習会を
運営していた電子部品メーカーへ就職。同講習会を受講しながら
4 年間製品開発とマーケティングを担当するが、もっと山と深く
関わりたいと思い、退職。それから現在に至るまで、個人事業主
として島崎山林塾企業組合へ所属し、複数の所有者の山をまとめ
て、道作り · 伐採 · 植林 · 草刈り等、一貫した山造りを行っている。
また、道路や建物付近に生えている危険木の除去作業も行ってい
る。

第 5 回
地域の木を地域で使うための
製材所の可能性を探る

第 6 回
これからの林業と生業を考える

講師プロフィール

受講生について
フォレストカレッジの一期生は、日本全国から様々な職業の方々が集まってくれました。学生から
エンジニア、クリエイター、林業家、住職、木材会社、造園、建築士…など。こうした人たちと森
のことを話しあうことで、地域側で見えていなかったことも見え始めてきました。
森に関わる人が多様化していくことで、森に対して感じるものが多様であることにも気付かされま
す。様々な業種、業界の方々と森を介してコミュニケーション、コラボレーションしていくことで
新しい価値が生まれてくると実感します。

関
東
（
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）

中
部
（
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）

関
西
（
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中
国
（
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北
陸
（
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四
国
（
１
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北
海
道
（
１
）

九
州
（
１
）

東
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（
１
）

海
外
（
１
）

その他 68%

学生 16%

50 代 2% 10 代 4%

20 代 16%

30 代 26%

40 代 36%

林業関係 16%

男性 46%女性 54%
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年代

地域

性別 職業
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山と、森と、木と暮らす。
INA VALLEY FOREST　COLLEGE

Writing：吉川和志

フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
の
受
講
生
で
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
ね
ぎ
し
ゆ
う
き
さ
ん
と
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
吉
川
和

志
さ
ん
の
お
二
人
に
協
力
し
て
頂
き
、
ム
ー
ビ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。

吉
川
さ
ん
に
動
画
用
の
コ
ピ
ー
を
作
っ
て
も
ら
い
、
ね
ぎ
し
さ
ん
が
撮
影
・
編
集
を
担
当
。

講
座
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
表
現
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

山と、森と、木と、暮らす。
それは、不確かさやリスクを受け入れること。
何十年、何百年という時間軸を持つこと。
人と自然の健全なバランスを探ること。
生きるチカラと生かされている感覚を取り戻すこと。
自分たちの国の森に、もっと頼ろう。
自分たちの土地の木を、もっと面白がろう。
これからの世界を、よりよく変えていくために。
森と人のいい関係を取り戻すだけでなく、
これからの時代の、新しい関係を創造していこう。
暮らしと森は、もっとつながれる。
そのために、まずは人がつながろう。
豊かな森をつくるのは、多様な樹種だけではない。
森に新たな価値を植え付ける、多様な人種を増やそう。
森を舞台にいろんな人がつながれば、
ワクワクする何かがきっと生まれるはず。
森と人の豊かな未来を育てるために。
つながりの苗木を植え続けよう。
INA VALLEY FOREST COLLEGE

受
講
生
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
つ
く
る
森
の
映
像



え
て
い
な
か
っ
た
気
付
き
や
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
そ
れ
と
同

時
に
、
森
の
価
値
を
高
め
る
為
の
可
能
性
や
ヒ
ン
ト
が
次
々
と
生
み
出

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
是
非
、
本
講
座
で
生
み
出
さ
れ
た
沢
山
の
小
さ
な

種
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
繋
が
り
の
中
で
共
に
温
め

て
頂
き
、
全
国
各
地
に
新
た
な
芽
が
育
っ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
講
座
を
開
講
す
る
に
当
た
り
、
全
国
各
地
か
ら
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
各
回
講
師
の
皆
さ
ま
、
運
営
資
金
面
で
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
県
、
市
を
始
め
と
す
る
行
政
関
係
者
の

皆
さ
ま
、
実
質
的
な
運
営
を
一
手
に
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
株

式
会
社
や
ま
と
わ
の
奥
田
さ
ん
、
榎
本
さ
ん
、
そ
し
て
本
講
座
に
参
加

し
て
下
さ
っ
た
伊
那
谷
と
全
国
各
地
の
参
加
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ
か
こ
の
伊
那
の
地
で
実
際
に
皆
さ
ま
と
お
会

い
出
来
る
日
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
引
き
続

き
来
年
度
以
降
の
活
動
も
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。講

義
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
講
師
陣
の
本
音
を
問
う
ク
ロ
ス

ト
ー
ク
に
画
面
越
し
に
頷
き
な
が
ら
聞
き
入
り
、
受
講
生
を
交
え
た
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
か
な
か
気
付
け
な
い
新
鮮
な
意
見

に
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
多
く
、
毎
回
メ
モ
書
き
が
何
枚
に
も
な
り
ま

し
た
。

自
分
に
と
っ
て
学
ぶ
よ
り
、
気
づ
き
と
共
に
そ
も
そ
も
森
に
備
わ
る

価
値
の
再
発
見
で
し
た
。
ま
た
知
る
こ
と
で
よ
り
一
層
の
興
味
や
関
心

を
森
へ
傾
け
る
こ
と
が
出
来
、
さ
ら
に
次
世
代
へ
繋
ぐ
想
い
に
な
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
の
皆
様
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
へ
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
意
見
交
換
も
深
み
を
増
し
幅
の
あ
る
内
容

と
な
り
ま
し
た
、
ま
さ
に
皆
様
と
共
に
造
り
上
げ
た
フ
ォ
レ
ス
ト
カ

レ
ッ
ジ
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
こ
こ
で
出
来
た
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
何
ら
か

の
機
会
で
こ
ち
ら
へ
足
が
向
く
と
き
は
是
非
伊
那
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
伊
那
の
魅
力
と
共
に
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
森
に
関
わ
る
１
０
０
の
仕
事
を
つ
く
ろ
う
」
こ
ん
な
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
伊
那
谷
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
。
最
初
に
こ
の
活

動
の
趣
旨
説
明
と
共
に
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
職
を
打
診
さ
れ
た
時
は
、

た
だ
単
純
に
「
面
白
そ
う
！
」
そ
ん
な
直
感
だ
け
で
参
加
さ
せ
て
頂
く

こ
と
を
即
答
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

若
さ
と
意
気
込
み
溢
れ
る
協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
熱
い
思
い
を
少
し
ず

つ
形
に
し
な
が
ら
手
探
り
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
の
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ

ジ
で
し
た
が
、
結
果
、
業
界
も
エ
リ
ア
も
年
代
も
性
別
も
飛
び
越
え

て
、
全
国
各
地
か
ら
本
当
に
沢
山
の
皆
さ
ま
に
ご
応
募
、
ご
参
加
い
た

だ
き
、
森
の
価
値
の
再
発
見
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ

た
こ
と
、
本
当
に
感
謝
の
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

森
の
価
値
に
つ
い
て
、
と
か
く
木
材
・
林
業
・
建
築
と
い
っ
た
、

お
決
ま
り
の
業
界
か
ら
だ
け
の
視
点
で
語
ら
れ
が
ち
な
テ
ー
マ
を
、
本

講
座
で
は
行
政
・
教
育
・
観
光
・
飲
食
・
農
業
・
情
報
・
・
様
々
な
業

界
の
視
点
か
ら
、
そ
し
て
何
よ
り″
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
”
の
中
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
し
深
掘
り
し
て
き
ま
し
た
。

講
座
の
回
数
を
重
ね
る
毎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
だ
け
で
は
見

地
元
で
育
つ
木
を
も
っ
と
建
物
に
・
暮
ら
し
に
取
り
入
れ
ら
れ
な
い

か
、
ま
た
建
築
士
の
立
場
と
し
て
ど
う
関
わ
る
こ
と
が
出
来
る
の
か

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
自
社
導
入
の
ウ
ッ
ド
ボ
イ
ラ
ー
も
地
元
の
山

の
恵
み
を
活
用
し
た
暮
ら
し
方
を
提
案
す
る
取
り
組
み
一
つ
で
、
森
や

里
山
に
関
心
を
寄
せ
る
切
っ
掛
け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
お
伝
え
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
思
い
届
か
ず
に
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
フ
ォ
レ
ス
ト
カ
レ
ッ
ジ
協
議
会
員
の
お
誘
い
を

受
け
、
当
初
は
自
身
が
抱
え
る
モ
ヤ
モ
ヤ
を
解
消
す
る
手
掛
か
り
を
得

ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
。「
伊
那
市
50
年
の
森
林
ビ
ジ
ョ
ン
」

実
現
を
基
に
「
伊
那
谷
を
森
に
関
わ
る
産
業
の
メ
ッ
カ
に
す
る
」
と
言

う
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
、
学
び
の
場
を
設
け
る
趣
旨
に
驚
き
、
ぐ
っ
と
心

惹
か
れ
て
勧
誘
の
感
謝
を
込
め
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

当
初
の
コ
ー
ス
分
け
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
計
画
か
ら
、
感
染
対

策
上
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
の
開
催
と
い
う
大
き
な
変
更
と
な
り
ま
し
た

が
、
実
務
運
営
い
た
だ
い
た(

株)

や
ま
と
わ
さ
ん
の
舵
取
り
の
お
蔭

で
、結
果
諸
々
の
枠
を
超
え
多
様
な
立
場
の
方
々
に
ご
参
加
頂
け
た
上
、

離
れ
た
場
所
に
居
な
が
ら
も
講
師
・
生
徒
を
繋
ぐ
良
い
講
義
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。

森
に
関
わ
る
１
０
０
の
仕
事
を
つ
く
ろ
う

森
に
備
わ
る
価
値
の
再
発
見

有
賀
真
人
（IN

A
 V

A
LLE

Y
 FO

R
E

S
T
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O

LLE
G

E
 

協
議
会
会
長
）

倉
田
政
人
（IN

A
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A
LLE

Y
 FO

R
E

S
T
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O

LLE
G

E
 

協
議
会
副
会
長
）
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森と共に生きていくには、
森と私たちの暮らしの関係性を回復していくことが大切です。
ものづくり、教育、まちづくり、建築、素材、生業。
今回はこの 6 つのテーマで講座を進めてきました。

その中で、森の可能性がたくさん拓け、また課題もたくさん見
えてきました。
森の可能性に対してまっすぐに挑戦し、課題に対して、真摯に
向き合っていく。
伊那谷フォレストカレッジは、そういう担い手を育んでいきた
いと思います。
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